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確定申告の受付が始まります

公共施設白書　考えよう公共施設⑤

市民ミーティングを順次開催します

社会教育委員を募集します

私たちが考える笛吹市④
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鈴木　駿一さん
（石和会場）

伊藤　一恵さん
（御坂会場）

　「人の和」「地域の和」を形成するには、やはり私たちが
アクションすることが大切です。何をするべきなのか、何
をしなければならないのか、私たち一人ひとりが考えなけ
ればなりません。
　一人の大人としての自覚、責任を持ち、地域づくりに貢
献していきたいと思います。小さな一歩でもやがて大きな
一歩だったと思えるよう、邁進していきたいです。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

　7つの町村が合併し、笛吹市となって10年という節目の
年を迎えました。多くの自然に囲まれた笛吹市ならではの
観光や産業を続けていくことはもちろんですが、市民の声
に耳を傾け、より住みやすい環境づくりに力を入れていっ
てほしいです。 
　これからの笛吹市を担っていく私たち新成人が大人とし
ての自覚も持ち、市を盛り上げていけるよう考え、努力し
たいと思います。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

鶴田　翔平さん
（一宮会場）

　今日、私たちは成人式を迎え、大人への第一歩を踏み出
しました。故郷を離れて生活している今、ここ笛吹市に帰
ってくるたびに澄んだ空気や豊かな自然を懐かしく思いま
す。笛吹市を故郷と呼べることは私たちにとって誇りです。
　これからも今ある自然環境そのままに、私たちをいつも
温かく迎えてくれる、素晴らしい環境であり続けてほしい
と思います。そして、市に住んでいない人も笛吹市に住み
たい、また来たいとこれまで以上に思ってもらえる、そん
な笛吹市に発展していくことを期待します。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

～市に期待すること、貢献したいこと～

新成人に聞きました

　1月11日、平成27年笛吹市成人式が開催され、市内7カ所の会場に合わせて
649人が参加しました。各会場で実行委員を務める方などに、「新成人として市
に期待すること、貢献したいこと」と「二十歳の抱負」を教えていただきました。

平成27年成人式

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

まい

金田　愛美さん
（八代会場）

伊原　一生さん
（境川会場）

　私たちは成人式を迎え、晴れて成人として社会へ新たに
歩み始めることになりました。
　ここまで成長できたのは笛吹市という地域がとても良い
環境であるからだと思います。 
　高齢化社会になってきている今、お年寄りの方々が住み
やすく、居心地の良いまちづくりを期待します。それに向
けて新成人としてできることを考え、貢献していきたいと
思っています。 

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

　笛吹市は私にとって唯一無二のかけがえのない故郷です。
　すべての市民の幸福のために、いかなる場合でも、より
平等に、より自由に、より民主的であることを私は市に強
く願います。そうあるために新成人である私たちは、権利
の尊重と義務の遂行こそが何よりも重要ではないでしょう
か。愚民化されつつある社会に対し、強い意志と理性を持
って挑むことこそが故郷への貢献へとつながると考えま
す。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

　政治資金の濫用など相次ぐ政治不祥事によって今日の国
民の政治への関心は低迷しています。12月に行われた衆
議院選挙の投票率は 52.66%と過去最低だったうえ、20
代の若者の投票率は際立って低いものでした。
　若者の政治離れは喫緊の問題です。地方分権が叫ばれて
いる昨今、私たちの笛吹市に期待することは「市民が市政
に対し積極的に参画したいと思えるような運動」の推進で
す。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

二十歳の
抱 負

東方　俊樹さん
（春日居会場）

二十歳の
抱 負

二十歳の
抱 負

安田　あとりさん
（芦川会場）

　2020年に東京でのオリンピック・パラリンピックの開催が
決定しました。私はクライミング競技でワールドカップに出場
した際、市から補助金と温かい応援をいただき、競技を続ける
ことができました。
　スポーツ選手のバックアップはもちろん、スポーツ施設の充
実やスポーツ大会・イベント・合宿の誘致など、スポーツを通し
て、市民全員が生き生きと、希望や活力を持って生活できる市
になってほしいです。私自身は、スポーツの力で笛吹市、山梨
県、そして日本全体が元気になるよう、貢献していきたいです。

● 市に期待すること、貢献したいこと ●

二十歳の
抱 負
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●
4
月
26
日

　
中
華
航
空
機
が
名
古
屋
空
港
で

着
陸
失
敗

●
5
月
10
日

　
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
が
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
初
の
黒
人
大
統

領
に
就
任

●
6
月
27
日

　
松
本
サ
リ
ン
事
件
が
発
生

●
6
月
30
日

　
自
由
民
主
党
、
日
本
社
会
党
、

新
党
さ
き
が
け
連
立
政
権
、
村

山
内
閣
が
発
足

●
7
月
８
日

　
日
本
人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行
士

向
井
千
秋
を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
が
打
ち
上
げ

●
7
月
〜
８
月

　
全
国
各
地
で
記
録
的
猛
暑
、
西

日
本
各
地
で
深
刻
な
水
不
足
が

発
生

●
9
月
４
日

　
関
西
国
際
空
港
が
開
港

●
10
月
13
日

　
大
江
健
三
郎
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞

●
11
月
23
日

　
大
関
貴
乃
花
が
第
65
代
横
綱
に

昇
進

●
12
月
４
日

　
薬
師
寺
保
栄
と
辰
吉
丈
一
郎
の

日
本
人
同
士
に
よ
る
初
の
Ｗ
Ｂ

Ｃ
世
界
バ
ン
タ
ム
級
統
一
王
座

決
定
戦

●
1
月
17
日

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生

●
2
月
13
日

　
野
茂
英
雄
が
大
リ
ー
グ
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
入
団
、

こ
の
年
の
新
人
王
を
獲
得

●
3
月
20
日

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生

新
成
人
が
生
ま
れ
た

平
成
6
年
度
の

主
な
出
来
事

主
な
出
来
事

日

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生

各
会
場
に

　晴
れ
姿
が

　
　勢
ぞ
ろ
い

〜
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　新
た
な
一
歩
〜

スコレーセンター

石和地区成人式実行委員の皆さん 

石和会場

いちのみや桃の里ふれあい文化館

参加者一人ひとりが近況を報告

一宮会場

御坂農村環境改善センター

「甲斐之国御坂天雷太鼓」お祝いの演奏に新成人も参加

御坂会場

境川総合会館

小学校の卒業式以来の集合写真

境川会場

芦川ふるさと総合センター

地域の方々に見守られる新成人4人

芦川会場

春日居あぐり情報ステーション

気の合う仲間と久々の再会

春日居会場

八代総合会館

小学6年生の自分からの贈り物と再会

八代会場

　晴
れ
姿
が

御坂農村環境改善センター

1994
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税理士会による小規模納税者のための無料申告相談

確定申告の受付が始まります
～確定申告の会場別相談受付日程～

2月16日
2月17日
2月18日
2月19日
2月20日
2月22日
2月23日
2月24日
2月25日
2月26日
2月27日
3月 1日
3月 2日
3月 3日
3月 4日
3月 5日
3月 6日
3月 9日
3月10日
3月11日
3月12日
3月13日
3月16日

（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

開催会場

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
日曜開催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
日曜開催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

午後3時で受付終了

御坂支所
会議室

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

一宮支所
1階会議室

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

八代支所
1階会議室

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

春日居あぐり
情報ステーション
2階  農業体験室

開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催
開　催

芦川支所

※
芦
川
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　（芦
川
地
区
内
へ
配
布
し
ま
す
）。

※石和町会場（市役所市民窓口館）を除くすべての会場では、相談受付期間を限定させていただいています。
※会場にお越しになる際には、各会場の相談受付開催期間をご確認のうえ、ご来場いただけますようお願
いします。
※お住まいの地区に関係なく、各会場の相談受付開催期間であればどちらの会場でも受付は可能です。 
※市県民税申告については、開催日以外でも受け付けます。

月　　日 市役所
市民窓口館1階
101会議室

境川防災
センター1階
対策室

　平成26年分「所得税および復興特別所得税」の確定申告と平成27年度分「市県民税」の申告相談およ
び受付が始まります。特に行政区などの指定はありませんので、期間内に申告を行ってください。
　ご不便をお掛けする点もありますが、何卒ご理解とご協力をお願いします。

○申告期間中は、混雑が予想されますので、時間に余裕を持ってお越しください。
○申告には印鑑が必要になりますので、忘れずにお持ちください。
○申告して所得税の還付が出る方は、還付先の口座番号（本人名義）が必要になります。
○給与収入のある方は源泉徴収票をお持ちください。また事業収入・不動産収入のある方は収支の内訳を
明らかにして申告会場にお越しください。
○雑損控除、土地・建物・株式などの譲渡所得がある方は、直接税務署で申告してください。
　確定申告書作成指導会場「夢わーく山梨」（勤労者福祉センター）旧山梨市役所となり
○申告した内容は、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの保険料の算定や負担区分
の判定などに必要な賦課資料になります。
○申告不要の上場株式の配当または譲渡所得があった方は、申告をすると所得税が還付されることがあり
ますが、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの保険料の算定や負担区分の判定な
どにおける所得金額に算入されます。

○内容によっては、市の申告会場では受け付けられない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
○複雑または、時間を要する内容と思われる場合などは、山梨税
務署の署外会場である「夢わーく山梨」において、確定申
告期間に先行して2月12日（木）から申告書の作成相談会場を設
置していますので、そちらのご利用をお勧めします。
○市の申告会場にe-Taxコーナーは開設しませんので、ご注
意ください。

▼対象　小規模納税者の所得税および消費税の申告（所得
金額が多額な方、相談内容が複雑な方、土地・建物・株
式などの譲渡所得のある方を除きます）

▼日時・場所
○2月4日（水） 午前10時～正午、午後1時～ 4時（受付は各
30分前まで）
　市役所市民窓口館3階　303会議室
○2月24日（火）～ 26日（木） 午前10時～正午、午後1時～
4時（受付は各30分前まで）
　市役所市民窓口館3階　301会議室

▼持ち物　税務署から送られた申告書や収支内訳書のほか、前年申告した控え、源泉徴収票、各種控
除の証明書、印鑑　など
※この期間以外にも開設します。詳しくは、山梨税務署にお問い合わせください。

▼受付時間　午前9時～11時、午後1時～4時
※日曜確定申告会場を、2月22日（日）、3月1日（日）午前9時～11時、午後1時～ 4時に開設します。市役所
市民窓口館1階会場のみの開設ですが、市内全域が対象ですのでご利用ください。
※混雑状況などにより、締切時間を早めさせていただく場合がありますので、ご了承ください。
※最終日（3月16日月曜日）は、市役所市民窓口館のみの開催で、午後3時をもって受付を締め切らせていた
だきます。
※最終日（3月16日月曜日）は、非常に混雑することが予想されますので、お早めの申告をお願いします。

■問合せ先　税務課　市民税担当　☎ 055（262）4111

確定申告上の注意点

■問合せ先　・税務課　市民税担当　　　　　　☎ 055（262）4111　
　　　　　・山梨税務署　個人課税第１部門　☎ 0553（22）1411  内線31･32

税理士会による小規模納税者のための無料申告相談

■問合せ先　山梨税務署　個人課税第1部門　☎ 0553（22）1411　内線31･32

どにおける所得金額に算入されます。
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所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費

税
の
申
告
書
の
作
成
会
場

申
告
を
し
な
い
と

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
影
響
が

　
▼
保
険
税
軽
減
判
定
（
7
割
軽
減
・
5

割
軽
減
・
2
割
軽
減
）
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

　

　
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
所
得
申

告
が
な
い
と
所
得
割
額
が
正
し
く
計

算
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
均
等

割
額
・
平
等
割
額
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
軽
減
判
定
に
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
は
な
い
世
帯
主
や
国
保
か
ら
移
行

し
た
後
期
高
齢
者
の
所
得
や
人
数
を

含
め
て
判
定
し
ま
す
。

▼
高
額
療
養
費
や
限
度
額
適
用
認
定
証

の
自
己
負
担
額
が
正
し
く
判
定
で
き

ま
せ
ん

　

　
皆
さ
ん
が
病
院
を
受
診
し
た
と
き

に
支
払
う
1
カ
月
の
窓
口
負
担
分

が
、
一
定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）

を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
、
前
年
の
所
得

に
よ
っ
て
決
定
す
る
た
め
、
所
得
申

告
が
な
い
場
合
は
最
高
額
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と

な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
判
定

区
分
も
最
高
額
と
な
り
ま
す
。

　
▼
高
齢
受
給
者
証
の
負
担
区
分
の
判
定

が
正
し
く
で
き
ま
せ
ん

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
か
ら
74

歳
の
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機

関
で
は
、
こ
の
受
給
者
証
に
よ
っ
て

自
己
負
担
割
合
を
2
割
（
昭
和
19
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
1

割
）
で
あ
る
の
か
、
3
割
で
あ
る
の

か
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
所
得
申
告

が
な
い
と
、
こ
の
高
齢
受
給
者
証
の
負

担
割
合
が
正
し
く
判
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
自
己
負
担
限

度
額
の
判
定
が
正
し
く
で
き
ま
せ
ん

　
長
期
に
わ
た
っ
て
高
額
な
医
療
費

が
必
要
と
な
る

①
血
漿
分
画
製
剤
を
投
与
し
て
い
る
先

天
性
血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
障
害
ま
た

は
先
天
性
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
障
害

（
血
友
病
）

②
人
工
透
析
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎

不
全

③
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
H
I
V
感

染
を
含
む
） 

に
対
し
、
事
前
に
「
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
交
付
申
請
書
」
を
申
請
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
医
療
機
関
で
の
窓
口

の
支
払
い
の
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
自

己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
も
、
所
得

申
告
が
な
い
と
正
し
く
判
定
さ
れ
ま

せ
ん
。

（
注
）
自
己
負
担
限
度
額
や
保
険
税
の

軽
減
は
、
年
齢
や
世
帯
の
総
所
得
で

判
定
す
る
の
で
必
ず
し
も
減
額
と
は

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
開
設
期
間

2
月
12
日（
木
）〜 

3
月
20
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
開
設
期
間
前
お
よ
び
期
間
中
は
、
税

務
署
に
は
申
告
書
の
作
成
会
場
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
開
設
時
間

　

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
相
談
　
午
前
9
時
か
ら※

開
設
当
初
や

各
日
の
午
前

中
、
提
出
期

限
ま
で
の
1

週
間
は
混
雑

が
予
想
さ
れ

ま
す
。

▼
注
意
事
項

○
申
告
書
提
出

の
み
の
方
も
、

作
成
会
場
お

よ
び
駐
車
場

を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
申
告
書
作
成

会
場
に
は
、

納
税
窓
口
が

あ
り
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
な

ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
納
税
証
明
書

が
必
要
な
場

合
は
、
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
前
に
職
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
（
税
務
署
窓
口
で

の
発
行
と
な
り
ま
す
）。

申
告
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て
の

ご
注
意

　
平
成
26
年
分
の
申
告
書
の
提
出
お
よ

び
納
付
期
限
は

○
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
　
3
月
16
日（
月
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
　
3
月
31
日（
火
）

納
税
は
振
替
納
税
で

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
所
得
税
、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
納
税
に
は
、
振
替
納
税
が
大
変
便
利

で
確
実
で
す
。
希
望
す
る
場
合
に
は
、

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
税
務
署

へ
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
を
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
振
替
日
に
ご
指
定
い
た
だ
い
た

預
貯
金
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
に

よ
り
自
動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

○
金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
ま
で
現

金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で

す
。

○
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
継
続
し
て
利

用
で
き
ま
す
（
転
居
な
ど
に
よ
り
所

轄
の
税
務
署
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

は
、
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

▼
振
替
日

○
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　
4
月
20
日（
月
）

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
4
月
23
日（
木
）

※
振
替
日
に
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら

納
税
額
を
引
き
落
と
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
預
金
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
納
税
証
明
書
の
請
求

　
平
成
26
年
分
の
納
税
証
明
書
は
、
提

出
さ
れ
た
申
告
書
を
も
と
に
発
行
し
ま

す
。
必
要
な
方
は
、
申
告
書
提
出
の
と

き
に
、
納
税
証
明
書
の
請
求
を
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

ニ
セ
税
理
士
に
ご
注
意
を
！

　
税
理
士
資
格
の
な
い
者
が
、
税
理
士

業
務
を
行
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
告
書
の

作
成
は
、
必
ず
資
格
を
持
っ
て
い
る
税

理
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門

　
☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

　
内
線
3
1
・
3
2

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

　所
得
が
な
い
場
合
で
も
所
得
申
告
を
行
う
と
、
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
国
保
税
）
が

軽
減
（
注
）
さ
れ
た
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
低
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
所
得
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
が
な
く
て
も
、所
得
申
告
を

け
っ
し
ょ
う

　事前の申請によって限度額適用認定証の
交付を受け、医療機関の窓口で提示すると、
医療機関の窓口での支払いが自己負担限度
額までの支払いで済むようになります。国
保担当の窓口で申請すること
によって交付されますが、保
険税に未納がないことが条件
となります。

限度額適用認定証とは…

○所得割額＝前年の所得額に税率をかけて算出します。
○資産割額＝固定資産税額に税率をかけて算出します。
○均等割額＝１人当たりの負担額（世帯の被保険者の人数分がかかり
ます）
○平等割額＝１世帯当たりの負担額

から計算されています。
このうち均等割額・平等割額は、世帯の所得に応じて軽減があります
○前年の総所得金額が33万円以下の世帯・・・7割軽減
○前年の総所得金額が33万円＋（24万5,000円×被保険者数）以下・・・
　5割軽減
○前年の総所得金額が33万円＋（45万円×被保険者数）以下・・・・
　2割軽減

現在、市の国保税は

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

夢わーく山梨（勤労者福祉センター）

会場のご案内

会場用
駐車場
（旧跡地）

山梨
市役所申告書

作成
会場

税務署
加納岩
病院

〒 コンビニ

銀行

万力大橋

笛
吹
川

山梨市駅至甲府

Ｎ

市役所南

国
道
1
4
0
号（
雁
坂
み
ち
）

申告書作成会場
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■問合せ先　経営企画課　経営政策担当　☎ 055（262）4111

考えよう！ 公共施設 ⑤

＜シリーズ＞ 公共施設白書 　市民の皆さんとこれからの公共施
設のあり方について考えるためのシリ
ーズ第5回目です。前回までに、人口
減少・少子高齢化が進み、財政事情
が厳しい中、老朽化する公共施設の
維持･更新にかかる費用負担が問題と
なってくる現状をお知らせしました。
今回は、前回の「用途別①集会所施
設」に続き、用途別にみた施設の現
状と課題についてです。

　市内には、公立の小学校が14校あり、14施設74棟67,277.57㎡で全公共施設の延床面積中最も多い30.4
％となっています。
　平成22年度から24年度までの児童数は、全体で4,156人から3,861人と295人（－7.1%）減少しています。
　小学校の現状を公共施設白書で見てみると、ストック情報である建物の現状として、大規模改修が必要と
される目安の築30年を経過した建物の延床面積が45,523.12㎡（67.6%）となっており、全17用途中で2番
目に老朽化が進行しています。総延床面積を児童数で割ると、児童1人当たり12.82㎡になります（グラフ1）。
また、学校別に1人当たりの延床面積を算出すると最大と最小の学校では11倍近くの差があります。

　コスト情報では、維持管理コストが176,902千円で市全体の11.2％となっており、全体コストを児童数で
割った、児童一人当たりの維持管理コストは平均44.1千円になります。コストが最大の学校と最小の学校で
は18倍近く差があります。
　このままでは、施設の老朽化の維持管理コストの増大とともに、少子化による学校間の差がますます広が
ることが考えられます。市内公共施設全体の3割を占める小学校施設を今後どのように見直していくかが重要
になります。
　小学校施設は、耐震化も進み、グラウンドや体育館の開放、学童保育クラブの運営などを行っていますが、
将来人口推計により児童数の減少が予想されるため、空き教室の複合利用なども検討するとともに、年少人
口の動態とその分布を考慮した小学校区の見直しを検討し、将来にわたって保有する小学校数や規模、適正
な配置を考える必要があります。　

『用途別②  小学校施設』～将来にわたって保有する小学校数や規模、適正な配置を検討～

～適正な目標管理戸数に向けて、長寿命化計画を推進～
　市営住宅は、市民生活の安定と社会福祉の増進を目指し建設され、29施設114棟23,775.34㎡で、全公共
施設中最も多い棟数があります。
　現状を公共施設白書で見てみると、ストック情報の建物の現状である躯体性能は、老朽化率が平均73.1％
と高く、木造の建物が114棟中79棟と大半を占めています。築年別の傾向は、大規模改修が必要とされる目
安の築30年を経過した建物の延床面積が7,444.70㎡（31.30%）となっています。また、築21年から30年
以内の建物の延床面積が7,474.25㎡（31.4％）となっていることから、10年後には14,918.95㎡（62.7％）
が築30年を経過します。平成24年度の提供戸数に対する入居実績（入居率）は、平均94.1％で100％とな
っている施設がある一方で、老朽化に伴い募集を停止している住宅を有する芦川町天神原団地では50.0％と
なっています（グラフ２）。

　コスト情報では、市営住宅全体の維持管理コストは、30,302千円となっています。面積当たりコストは平
均1.3千円／㎡、一戸当たりコストは平均88.1千円／戸となっています。　
　市営住宅については、「笛吹市市営住宅長寿命化計画」にて、平成32年度までの計画の方向性が示されて
おり、統廃合を含めた今後の適正な目標管理戸数に向けて、この長寿命化計画を進めていく必要があります。
　市営住宅は低所得者の方々が主な対象者であり目的の一つですが、中間層を対象とした特別公共賃貸住宅
や定住促進住宅などの維持管理と併行し、民間賃貸住宅の活用も視野に住宅行政の今後を検討していくこと
も考えられます。
※個々の施設の情報については、公共施設白書に掲載しています。公共施設白書は、市ホームページでご覧
いただけます。

『用途別③  市営住宅』

次回の広報ふえふき3月号では、このシリーズ最終回として、今後の取り組みについて掲載します
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石
原

石
和
下
平
井

石
和
上
平
井
第
三

石
和
上
平
井
第
一

石
和
駅
前
通
り

81.62㎡/人

15.53㎡/人

16.67㎡/人

17.11㎡/人
13.40㎡/人

16.36㎡/人
21.16㎡/人

8.94㎡/人

9.36㎡/人
14.80㎡/人

18.63㎡/人

10.91㎡/人

12.58㎡/人
7.52㎡/人

グラフ 1  小学校児童数と一人当たり校舎延床面積の比較

くたい

グラフ2　市営住宅の入居率比較

（児童数）

（入居戸数） （入居率）

（一人当たり
  延床面積）
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笛吹市男女共同参画推進委員会
No.98

男女共同参画のより一層の推進を図るため、
フェスタを開催します！

ご参加ください！
市長と話そう！私たちのまちづくり市長と話そう！私たちのまちづくり
「笛吹市　市民ミーティング」を順次開催します

　市や男女共同参画推進委員会、男女共同参画審議会では、 “わたしらし
く、あなたらしく” を合言葉に、「市民誰もが互いを認め合い、社会
の一員として責任を持って活躍でき、未来を生きる子どもたちに
輝く未来を託すことができるまち」＝「男女共同参画都市」を目指し、
取り組みを進めています。
　市民の皆さんに男女共同参画について、より身近に知っていただき、
家庭や職場、地域などで実践していただけるよう、フェスタを開催しま
す。フェスタの記念講演では、料理研究家のコウ　ケンテツさんをお招
きし、「キッチンからはじまる家族の絆」をテーマにお話しいただき
ます。多くの市民の皆さんのご来場をお待ちしています。
　また、以下のとおり、男女共同参画啓発川柳の作品を募集し、フェス
タ当日、展示や優秀作品の発表を行います。どうぞお気軽にご応募くだ
さい。
▶日時　3月15日（日）　午後1時20分～ 3時30分
▶場所　スコレーセンター　集会室
▶定員　約200人（先着順）　
▶入場料　無料　
▶申込期限　3月2日（月）　午後5時
▶申込方法　全戸配布するチラシ裏面の申込書に必要事項を記入し、持参、郵送、またはファックスで
お申し込みください。　※詳細はチラシをご覧いただくかお問い合わせください。

【男女共同参画啓発川柳の募集】
▶応募資格　市内在住・在勤・在学の中学生以上の方
▶募集作品　川柳（五・七・五調の川柳）
▶募集テーマ　あなたが考える男女共同参画、普段の暮らしの中で感じる気づきや、
　啓発に関すること　など
▶応募期間　1月30日（金）～ 2月13日（金）
▶応募方法　市民活動支援課および各支所へ必要事項（住所・氏名・年齢・電話番号・句）を記入
した紙を持参、郵送していただくか、ＦＡＸおよびメールで必要事項を送信してください。なお、
市民活動支援課と各支所に応募用紙を設置しています。
▶応募規定
○未発表で自作のものに限ります。
○応募作品の返却は行いません。
○応募作品の版権・所有権・使用権・著作権などは主催者である市に帰属します。
○応募作品に関連して、第三者とのトラブルが生じた場合、すべて応募者の責任において対処し、
　主催者は一切責任を負いかねます。

■申込・応募・問合せ先　〒406-0031　笛吹市石和町市部809－1　
　笛吹市役所（市民窓口館3階）市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎ 055（262）4111　　FAX 055（262）4148　　Eメール shiminkatsudoh@city.fuefuki.lg.jp

■問合せ先　経営企画課　広聴広報担当
　☎ 055（262）4111

コウ　ケンテツさん

　市長就任後の2年間を振り返るとともに、これからの市政について地域の方々の意見をお伺いす
る場として、順次開催させていただきます。
　また、現在進めている主要事業の進捗状況や、平成27年度に取り組んでいく重点施策についての
お話もさせていただきます。
　どうぞ、お気軽にご参加ください。

　「笛吹市 市民ミーティング」は、市内在住・
在勤・在学の各種団体やグループでの開催申
し込みも受け付けています。希望がある場合
はお申し込みください。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。

芦川地域

春日居地域

御坂地域

一宮地域

八代地域

境川地域

石和地域

地　域

2月  9日（月）

2月10日（火）

2月13日（金）

2月17日（火）

2月20日（金)

2月23日（月）

2月24日（火）

月　日

午後7時から

時　間

芦川ふるさと総合センター

春日居あぐり情報ステーション　ハイビジョンホール

御坂農村環境改善センター　多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい文化館　多目的ホール

八代総合会館　多目的集会室

境川総合会館3階　大ホール

スコレーセンター　集会室

会　　　場

市
の
新
し
い
公
平
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
26
年
市
議
会
第
4
回
定
例
会
に

お
い
て
、
古
屋
勝
仁
氏
が
新
し
く
公
平

委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
た
な
公
平
委
員
会
の
構
成（
敬
称
略
）

○
委
員
長

　
荻
野
禎
三
（
石
和
町
東
高
橋
）

○
委
員
長
職
務
代
理
者

　
飯
室
道
男
（
石
和
町
松
本
）

○
委
員

　
古
屋
勝
仁
（
一
宮
町
狐
新
居
）

■
問
合
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
５
）2
1
1
2
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
ア
ル
バ
ム

　
東
京
芸
術
大
学
な
ど
で
学
ぶ
若
手
演

奏
家
が
、
誰
も
が
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
瑞
々
し
い
感
性
と
豊
か
な
創
造
性
に

溢
れ
た
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
8
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分
　

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
出
演
者

○
藤
原
晶
世
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

ウ
ィ
ー
ン
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
２
０
１
２

第
2
位

○
藤
原
秀
章

　（
チ
ェ
ロ
）

第
65
回
全
日
本

学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
チ
ェ
ロ
部
門
大
学
の
部 

第
1

位
○
開
原
由
紀
乃
（
ピ
ア
ノ
）

2
0
0
4
年
・
２

０
０
５
年
ピ
テ
ィ

ナ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
D

級
・
F
級 

ベ
ス
ト
賞

○
矢
野
雄
太
（
ピ
ア
ノ
）

2
0
0
9
年
ピ
テ

ィ
ナ
ピ
ア
ノ
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
G

級 

金
賞

▼
曲
目

○
美
し
き
ロ
ス
マ
リ
ン
／
ク
ラ
イ
ス
ラ

ー
○
白
鳥
／
サ
ン
サ
ー
ン
ス
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
い
ち

の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で

配
布
し
て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団
ウ
イ

ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

笛
吹
市

　
毎
年
大
好
評
の
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏

楽
団
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
を
生
の
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
第
2
部
は
、

昭
和
歌
謡
界
の
ス
タ
ー
特
集
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日（
土
）

開
場
　
午
後
4
時
30
分

開
演
　
午
後
5
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
指
揮
者
　
近
藤
久
敦
（
音
楽
監
督
）

▼
曲
目

○「
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
ド
」

序

曲
、
ウ

エ
ス
ト
サ

イ

ド
・
ス

ト
ー
リ
ー
・

セ
レ
ク
シ

ョ
ン
／
L
・

バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン

○
い
い
日
旅
立
ち
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

「
ふ
え
ふ
き
協
奏
曲
」
世
界
初
演  

松
本
蘭
、
中
川
賢
一
w
i
t
h
梨

響
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
人
気
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
松
本
蘭
さ
ん
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
中
川
賢
一

さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
の

第
2
部
に

は
、
梨
響
チ

ェ
ン
バ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

も
共
演
し

て
、
人
気
作

曲
家
長
生
淳

氏
へ
の
委
嘱

作
品
「
ふ
え

ふ
き
協
奏

曲
」
を
披
露

し
ま
す
（
世

界
初
演
）。

▼
日
時
　
3
月
7
日（
土
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所

　ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目

○
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
ソ
ナ

タ
／
リ
ヒ

ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス

○
ふ
え
ふ
き

協
奏
曲
／

長
生
淳 

ほ

か
▼
入
場
料
　
大
人
2
0
0
0
円
（
高
校

生
以
下
1
0
0
0
円
）

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
ハ
ウ
ス
桃

園
で
美
し
い

桃
の
花
の
お

花
見
を
楽
し

み
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
し
ま
せ
ん
か
。
開

園
初
日
は
入
園
無
料
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日（
土
）〜
3
月
5
日

（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
受
付
場
所

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

※
予
約
な
し
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
が
、
団
体
の
方
は
事
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

▼
入
園
料
　
1
人
5
0
0
円
、
団
体
1

人
3
0
0
円
（
10
人
以
上
）、
小
学

生
以
下
無
料

※
時
間
制
限
な
し
、
桃
果
汁
1
0
0
％

ジ
ュ
ー
ス
付
き

▼
注
意
事
項

○
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す

が
、
火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
机
、
い
す
、
シ
ー
ト
、
仮
設
ト
イ
レ

は
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

○
弁
当
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
飲
み
物
の
出

前
が
可
能
で
す
。

○
花
を
摘
ん
だ
り
、
枝
を
折
っ
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
の
お
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
開
催
期
間
前

・
観
光
商
工
課

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

・
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）3
8
5
3

○
開
催
期
間
中

・
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）3
8
5
3

冬
の
生
き
も
の
観
察
会

　
落
ち
葉
や
木
の
幹
に
隠
れ
る
昆
虫

や
、
そ
の
ほ
か
の
生
き
も
の
を
探
し
て

観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
11
日（
水
・
祝
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
講
師
　
公
園
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

▼
定
員
　
15
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
温
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

金
川
の
森
主
催

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
愛
好
者
と
の
親
睦
を
深
め
る
大
会
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
22
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
　
T
・
B
・

G
コ
ー
ス

▼
定
員
　
1
4
4
人 

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

※
服
装
や
持
ち
物
は
、
申
し
込
み
後
に

お
送
り
す
る
資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

い
ず
れ
も

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
F
A
X
、
E
メ

ー
ル
、
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

　
℻
0
5
5
3（
3
9
）9
8
2
1

　
E
メ
ー
ル

　info@
kanegaw

a-park.com

▼
参
加
資
格
　
市
内
の
小
中
学
生

▼
日
時
　
2
月
８
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
（
受
付 

午
前
８
時
）

▼
場
所
　
境
川
自
転
車
競
技
場

▼
使
用
車
種
　
一
般
サ
イ
ク
ル
車

▼
競
技
種
目

○
小
学
生
の
部
（
4
0
0
m
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
）
競
技
場
1
周

○
中
学
生
の
部
（
8
0
0
m
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
）
競
技
場
2
周

※
参
加
者
全
員
に
記
録
証
発
行

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
申
込
期
限

　2
月
4
日（
水
）

▼
注
意
事
項

○
走
行
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
グ
ロ
ー
ブ
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
運
動
の
し
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
昼
食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
自
転
車
競
技
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.yam

anashi-cf.com

梨響チェンバーオーケストラ

宝くじの助成金で実施します

松本蘭さん
（ヴァイオリニスト）

中川賢一さん
（ピアニスト･指揮者）

長生淳さん
（作曲家）

in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n
 in
fo
rm
a
tio
n

催

　し

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
の
催
し

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル 
in 
境
川

森
林
公
園
金
川
の
森

2
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

　市内の旧家から寄贈された、江
戸時代から昭和にかけての歴史あ
るひな人形を、鄙の会主催により、
八田家書院に展示します。

▼日時　2月18日（水）～ 4月6日
　（月） 午前9時～午後4時
※休館日　毎週火曜日

▼場所　八田家書院　

▼料金　○20歳以上　200円　　○20歳未満　100円
　　　　○6歳未満　  無料

春
ま
で
待
て
な
い
！

日
本
一
早
い
お
花
見
を
し
ま

せ
ん
か
〜
ハ
ウ
ス
桃
宴
〜

八田家書院でひな祭り

■問合せ先　八田家書院　☎055（261）6111

ひな
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談
座　席

大　人
小中高 メインスタンドメイン自由
大　人
小中高

バックスタンドバック自由
大　人
小中高
観戦はチケットを購入願います

③
④
⑦
⑧
⑨
⑩

42,000円
10,000円
31,000円
8,000円
24,000円
6,000円
5,000円

ホーム側
サイドスタンド

3,200円
1,400円
2,700円
1,000円
2,100円
700円ホーム自由

協力会員（複数口可） ⑪

サポーターズ
エリア

個人サポーター会員
年会費

チケット
前売料金（参考）

番 

号種 別個人サポーター

バック自由

座　席（毎試合）

ブロンズ

⑯
⑰
⑱
⑲

340,000円
227,000円
114,000円
93,000円

法人サポーター会員
年会費

番 

号種 別法人サポーター

シルバー

プラチナ
ゴールドメイン自由

メイン 自由9席
メイン 自由6席
メイン 自由3席
バック 自由3席

　
市
と
山
梨
学
院
大
学
で
は
、
健
常
者

と
障
が
い
者
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
輪
投
げ

な
ど
）
を
通
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
日
時
　
2
月
22
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
2
月
18
日（
水
）（
受
付

は
平
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

　
子
育
て
な
ど
で
離
職
中
の
女
性
を
対

象
に
、
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報
提
供

や
準
備
を
行
い
、
再
就
職
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
講
座
で
す
。

▼
対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
女
性

▼
日
時
　
2
月
24
日（
火
）・
25
日（
水
）

・
26
日（
木
）、
3
月
3
日（
火
）・
4

日（
水
）・
5
日（
木
）【
6
日
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
　
ア
ド
ラ
ッ
ク
（
中
央
市
若
宮

49
―
7
）

▼
内
容
　
履
歴
書
作
成
、
面
接
準
備
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
職
場
見
学
な
ど

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
2
月
16
日（
月
）

※
託
児
施
設
の
無
料
利
用
が
で
き
ま
す

（
未
就
学
児
の
み
、
定
員
5
人
）。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
産
業
人
財
課
　

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
5
6
7

▼
対
象
　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技

術
を
身
に
付
け
た
い
方

▼
期
間
　
4
月
2
日
〜
9
月
30
日
（
6

カ
月
）

▼
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

（
甲
府
市
中
小
河
原
町
4
0
3
―
1
）

▼
コ
ー
ス
　
機
械
C
A
D
／
N
C
科
、

金
属
加
工
科
、
電
気
設
備
技
術
科
、

建
築
C
A
D
サ
ー
ビ
ス
科

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▼
申
込
期
限
　
3
月
4
日（
水
）

▼
申
込
方
法
　
住
所
ま
た
は
居
所
を
管

轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
4
2
）3
0
6
6

　
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た

平
成
26
年
度
日
本
赤

十
字
社
社
員
（
社
費
）

募
集
活
動
の
実
績
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　
市
全
体
で
社
費
実
績
額
は
１
２
１
８

万
６
３
０
０
円
（
社
員
数
1
万
３
８
０

８
件
）
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
費
の
全
額
は
日
本
赤
十
字
社
山
梨

県
支
部
へ
送
金
さ
れ
、
国
際
赤
十
字
活

動
、
血
液
事
業
、
医
療
事
業
、
救
護
体

制
の
充
実
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
充
実
、
赤
十
字
講
習
の
普
及
、
青

少
年
赤
十
字
の
育
成
、
社
員
増
強
と
広

報
活
動
の
増
進
な
ど
の
各
種
赤
十
字
事

業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
平
成
26
年
度
は
２
４
６

万
９
６
３
０
円
が
日
赤
笛
吹
市
地
区
へ

事
務
費
・
事
業
費
交
付
金
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

　
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
、

名
実
と
も
に
日
本
を
代

表
す
る
名
山
と
な
っ
た

富
士
山
。

　
そ
の
秀
麗
な
景
観
が

生
み
出
し
て
き
た
信
仰

の
姿
や
歴
史
文
化
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
歩
み
や
将
来

に
わ
た
る
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
21
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

▼
講
師
　
森
原
明
廣
氏
（
県
立
博
物
館

学
芸
課
長
）

▼
定
員

　
70
人
（
要
申
し
込
み
、
先
着
順
）

▼
入
場
料
　
無
料

▼
申
込
期
間

　
2
月
1
日（
日
）〜
20
日（
金
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
火
曜

日
を
除
く
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
郷
土
館
・
小
川
正
子
記
念
館

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

　
社
会
教
育
委
員
（
兼
公
民
館
運
営
審

議
委
員
会
）
は
、
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
応
じ
て
、
市
の
社
会
教
育
や
公
民
館

活
動
に
関
し
て
の
調
査
や
提
言
を
行
う

機
関
で
す
。
応
募
資
格
や
応
募
方
法
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数
　
2
人

▼
応
募
期
間

　
2
月
9
日（
月
）〜
20
日（
金
）

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

　
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
作

成
と
定
期
的
な
授
業
に
よ
っ
て
、
高
校

卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
　
県
内
在
住
で
、
中
学
校
を
卒

業
し
た
者
お
よ
び
平
成
27
年
3
月
卒

業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は
、
高
校
を

退
学
し
た
が
再
入
学
を
希
望
す
る
者

▼
学
科
　
普
通
科
、
衛
生
看
護
科

※
衛
生
看
護
科
は
、
甲
府
看
護
専
門
学

校
の
準
看
護
学
科
に
合
格
ま
た
は
在

籍
の
者

■
問
合
せ
先

　
県
立
中
央
高
校
　
通
信
制

　
☎
0
5
5（
2
2
6
）4
4
1
2

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
1
学
期

（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無

料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限
　
3
月
20
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
放
送
大
学  

山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
5
1
）2
2
3
8

▼
資
格
　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方

▼
日
時
（
募
集
人
数
）

①
会
場
整
理
・
運
営
　
4
月
4
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜
8
時
（
80
人
）

②
運
行
補
助
　
4
月
4
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
5
時
（
30
人
）

③
祭
り
案
内
業
務
　
4
月
3
日（
金
）

　
午
後
3
時
〜
7
時
ま
た
は
4
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
10
人
）

④
救
護
補
助
　
4
月
4
日（
土
）

　
午
後
2
時
30
分
〜
8
時
（
10
人
）

▼
応
募
期
限
　
3
月
10
日（
火
）必
着

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
、
希
望
す
る
業

務
（
③
は
希
望
日
も
）、
過
去
の
経
験

有
無
を
明
記
の
う
え
、

　
〒
４
０
０
―
0
0
3
1
甲
府
市
丸
の

内
１
―
8
―
17
信
玄
公
祭
り
実
行
委

員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
ま
で
送
付
。

　
フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
0
5
5
―
2
2
1
―
3
0
4
0
）、

E
メ
ー
ル

　（m
-m
aruyam

a@
yam

akan-sk.jp

）

も
可

■
問
合
せ
先

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
☎
0
5
5（
2
3
1
）2
7
2
2 

県
立
中
央
高
校
通
信
制

生
徒
募
集

社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

信
玄
公
祭
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

再
就
職
を
目
指
す
方
へ

「
職
業
訓
練
受
講
者
」募
集

山
梨
県
事
業
「
女
性
の
再
就

職
支
援
訓
練
」受
講
生
募
集

募

　集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

笛
吹
市
×
山
梨
学
院
大
学
ス
ポ

ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
促
進
事
業 

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

富
士
山
の
日（
2
月
23
日
）

記
念
講
演
「
富
士
山
の
信

仰
と
歴
史
文
化
―
世
界
遺

産
と
し
て
の
価
値
と
今
後

の
課
題
―
」

日
本
赤
十
字
社
社
員
（
社

費
）募
集
活
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

放
送
大
学 

4
月
生
募
集

■申込・問合せ先　（株）ヴァンフォーレ山梨
　スポーツクラブ　☎ 055（254）6867

2015ヴァンフォーレ甲府 
クラブサポーター募集中！

皆さんの応援で、
クラブを盛り上げ
ましょう！

▼アセンブリ言語によるPICマイコン入門
　（3月開講）
※講座内容や日程などは都合により変更・中止にな
る場合があります。

▼初心者のためのパソコン講座（パソコンの基本操
作・ワードを使った文章の作成など）（2月開講）
※仕事に役立つスキルアップ講座を通年で行って
います。

県立産業技術短期大
学校  塩山キャンパス
（甲州市塩山上於曽
1308）
☎ 0553（32）5202

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）
☎ 055（251）3210

内容・備考 申込・問合せ先
能力開発セミナー

※詳しくは、お問い合わせください。
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　市
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
60
歳
以
上
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
知
識
と
経

験
を
活
か
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
社
会

活
動
を
行
い
、
仲
間
と
楽
し
く
集
い
ま

せ
ん
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す

○
地
域
の
各
世
代
と
の
交
流

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
輪
投
げ
、
花

づ
く
り
な
ど
各
種
事
業

○
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
教
養
を
主
と

し
た
活
動

○
社
会
奉
仕
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
の
生
き
が
い
づ
く
り 

な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

　市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

ま
た
は
各
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局

き
っ
ず
み
さ
か

「
豆
ま
き
」
あ
そ
び
を
し
よ
う

　マ
マ
や
パ
パ
と
一
緒
に
豆
ま
き
あ
そ

び
を
し
て
鬼
を
や
っ
つ
け
よ
う
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
1
歳
半
以
上
の

未
就
園
児
親
子

▼
日
時

　2
月
3
日（
火
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

　50
組
（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　水
筒
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど
の
身
の
回
り
品

　※
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
張
パ
パ
ド
ゥ
in
き
っ
ず
み
さ
か

　パ
パ
ド
ゥ
笛
吹
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
マ

マ
や
お
子
さ
ん
の
前
髪
の
カ
ッ
ト
や
ヘ

ア
ア
レ
ン
ジ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

ま
す
。
美
容
室
で
は
な
か
な
か
聞
け
な

い
髪
の
こ
と
で
お
悩
み
の
あ
る
マ
マ
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子

▼
日
時

　2
月
10
日（
火
）

　午
前
9
時
30
分
〜
正
午
（
完
全
終
了
）

▼
場
所

　御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室

▼
定
員

　40
組
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　着
替
え
な
ど
の
身
の
回
り
品

「
お
ひ
な
さ
ま
」
工
作

　マ
マ
や
パ
パ
と
一
緒
に
お
ひ
な
さ
ま

工
作
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
1
歳
以
上
の
未

就
園
児
親
子

　

▼
日
時

　2
月
25
日（
水
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所

　御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

　35
組
（
要
申
し
込
み
）
　

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　水
筒
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど
の
身
の
回
り
品

　※
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

　き
っ
ず
み
さ
か

　☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8

つ
ど
い
の
広
場

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル

2
月
の
メ
ン
バ
ー
募
集

　現
代
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
合
う
機

会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
親
に
な
る
人

が
、
6
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　初
め
て
の
育
児
に
役
立
つ
話
を
聞
き

な
が
ら
、
心
強
い
マ
マ
友
を
妊
娠
中
か

ら
作
り
ま
せ
ん
か
。
妊
娠
中
の
不
安
や

喜
び
を
共
有
し
ま
し

ょ
う
。
県
外
出
身
・

ア
ラ
フ
ォ
ー
マ
マ
大

歓
迎
で
す
。

▼
対
象

　第
一
子
を
妊
娠
中
の
マ
マ

▼
日
時

　2
月
7
日
・
14
日
・
21
日
（
各

土
曜
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所  

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

▼
最
少
実
施
人
数

　3
人

▼
参
加
費

　5
0
0
円
／
月
（
初
回
徴
収
）

▼
活
動
内
容

○
第
1
回

　抱
っ
こ
体
験
と
お
し
ゃ
べ

り
&
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

○
第
2
回

　「
パ
パ
の
気
持
ち 

マ
マ
の

気
持
ち
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
お
し
ゃ
べ

り
&
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

○
第
3
回

　子
育
て
支
援
情
報
と
お
し

ゃ
べ
り
&
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人 

H
a
p
p
y   

S
p
a
c
e 

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

　ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
同

士
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時

　○
2
月
7
日（
土
）

　午
後
1
時
〜
3
時
30
分

○
2
月
13
日（
金
）

　午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所

　ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
山
梨
・
石
和
店

▼
定
員  

各
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　3
5
0
円
（
貸
し
靴
代
）

　声
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
読
書
で
は
気

が
つ
か
な
い
「
会
話
」
で
描
き
出
さ
れ

る
ド
ラ
マ
の
世
界
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　2
月
15
日（
日
）

　受
付

　午
後
0
時
30
分
か
ら

　開
催

　午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　学
び
の
杜
み
さ
か 

視
聴
覚
室

▼
参
加
費

　無
料

　
　
　

■
申
込
・
問
合
せ
先

　市
社
会
福
祉
協

議
会

　障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
え
ふ
き
（
雨
宮
）

　☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

 

　近
年
、「
心
の
病
気
」
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
科
学
が
進
む
に
つ
れ
て
、
心

の
苦
し
み
は
す
べ
て
脳
の
問
題
と
し
て

解
決
で
き
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。「
心
の
病
気
」
と
遺

伝
子
な
ど
に
つ
い
て
、
最
先
端
の
研
究

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
専

門
家
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　精
神
障
害
者
、
家
族
、
精
神

保
健
福
祉
医
療
関
係
者
、
支
援
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア

　な
ど

▼
日
時

　2
月
28
日（
土
）

　午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　大
講
堂

▼
講
師

　糸
川
昌
成
氏
（
東
京
都
医
学

総
合
研
究
所
統
合
失
調
症
・
う
つ
病

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
医
学
博

士
）

▼
参
加
費

　無
料

■
問
合
せ
先

　山
梨
県
障
害
者
福
祉
協

会
事
務
局
（
北
野
）

　☎
0
5
5（
2
5
2
）0
1
0
0

　℻
0
5
5（
2
5
1
）3
3
4
4

　平
成
27
年
度
に
市
で
実
施
す
る
各
種

検
診
（
特
定
健
診
･
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

の
受
診
希
望
を
お
尋
ね
す
る
調
査
書

を
、
1
月
下
旬
に
各
世
帯
主
様
あ
て
に

郵
送
し
ま
し
た
。

　同
一
世
帯
で
19
歳
以
上
の
ご
家
族
一

人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
検

診
の
受
診
希
望
有
無
を
ご
記
入
の
う

え
、
2
月
27
日（
金
）ま
で
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
に
よ
り
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
書

と
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
2
月
中
旬
に
な
っ
て
も
調
査
書
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　成
人
保
健
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　福
祉
職
場
に
対
す
る
理
解
を
深
め
就

労
を
促
進
す
る
た
め
の
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象

　福
祉
の
職
場
へ
就
労
を
希
望

す
る
方
、
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ

る
方
、
学
校
関
係
者

▼
日
時

　2
月
10
日（
火
）

　受
付

　正
午
〜
午
後
3
時
30
分

　開
催

　午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　ア
ピ
オ
甲
府
（
中
巨
摩
郡
昭

和
町
西
条
3
6
0
0
）

▼
内
容

　合
同
面
接
、
種
別
施
設
相
談
、

福
祉
の
仕
事
な
ん
で
も
相
談
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
相
談
、
関
係
機
関
相
談
、

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録

▼
参
加
費

　無
料

※
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先

　山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会

　福
祉
人
材
研
修
課

　☎
0
5
5（
2
5
4
）8
6
5
4

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
表
会

「
各
種
検
診
希
望
調
査
」を

実
施
し
ま
す
！

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

in
や
ま
な
し（
冬
）

子 

育 

て

講
演
会
〜「
心
の
病
気
」の

新
し
い
と
ら
え
方
と
治
療

に
つ
い
て
の
考
え
方
〜

市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

〜
元
気
な
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、

　一緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
〜

障
が
い
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　いったんお支払いいただいた医療費（自動還付分）は、
診療などの月の3カ月後の15日（予定）に、あらかじめ登録
していただいた口座に還付（助成金として支給）します。
（例）平成26年11月診療 → 平成27年2月13日
※15日が土・日曜日、祝日の場合は直前の営業日となりま
す。
※医療機関などからの情報提供が遅れた場合、還付が遅れ
ることがあります。

▼期間　2月16日（月）～ 18日（水）

▼場所　スコレーセンター

▼高齢者作品展
○16日…午前11時～午後4時
○17日…午前 9時～午後4時
○18日…午前 9時～午後1時30分

▼シニア健康づくりのつどい「いきいきクラブ体操」
　17日…午前9時30分～ 10時

▼芸能発表　17日…午前10時～午後3時（予定）

■問合せ先　福祉総務課　障害福祉担当
　☎ 055（262）1273　FAX 055（262）1276

重度心身障害者医療費助成金の
受給者の皆さんへ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

情
報

元気まつり開催～高齢者の魅力満載です!～

■問合せ先　市老人クラブ連合会事務局（市社会福祉協
議会内）　☎ 055（265）5182
　または各町老人クラブ連合会事務局
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
操

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。

▼
対
象
　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳
未
満
の

乳
幼
児
親
子
　
　

▼
日
時
　
2
月
27
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
水
伽
氏
（
子
ど
も
身
体

運
動
発
達
指
導
士
）
　
　
　
　
　
　

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
　

▼
申
込
方
法
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

　
ご
く
軽
症
な
の
に
夜
間
、
休
日
に
救

急
外
来
を
利
用
す
る
方
や
、
朝
か
ら
子

ど
も
の
具
合
が
悪
い
の
に
、
昼
間
で
は

な
く
夜
間
救
急
を
受
診
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
軽
症
な
患
者
さ
ん
が
集
中
す
る
と
重

症
な
患
者
さ
ん
へ
の
適
切
な
診
療
が
行

え
な
く
な
り
、
救
え
る
命
も
救
え
な
い

状
況
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
小
児
科
医
が
少
な
い
中
で
、
小
児
救

急
医
療
体
制
を
今
後
と
も
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
上
手
に
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
県
で
は
、
よ
く
あ
る
症
状
を
取
り
上

げ
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
や
、
救
急
外

来
を
受
診
す
る
か
ど
う
か
の
目
安
に
つ

い
て
、
D
V
D
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ま

と
め
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
組
織
か

ら
探
す
―
福
祉
保
健
部
―
医
務
課
）
に

掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
D
V
D
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
い

た
だ
い
て
も
お
子
さ
ん
の
症
状
に
つ
い

て
判
断
が
付
か
な
い
と
き
は
、
小
児
救

急
電
話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
の
急
な
病
気
に
関
す
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▼
利
用
時
間
　

○
平

　日
　
午
後
7
時
〜
翌
朝
7
時

○
土
曜
日
　
午
後
3
時
〜
翌
朝
7
時

○
日
曜
日
・
祝
日

　
午
前
9
時
〜
翌
朝
7
時

▼
電
話
番
号

○
携
帯
電
話
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら

　
♯
8
0
0
0

○
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら

　
☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
9

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
医
務
課
　
医
療
整
備
担
当

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
4
8
3

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
教
室

　
赤
ち
ゃ
ん
と
の
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
2
月
24
日（
火
）　

○
対
象
　
0
歳
〜
1
歳
児

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

○
対
象
　
1
歳
〜
2
歳
児

　
午
前
11
時
15
分
〜
11
時
55
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
集
団
指
導
室

▼
講
師
　
三
枝
朱
乃
氏

▼
定
員
　
各
8
組

▼
参
加
費
　
無
料

親
子
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
一
緒
に

身
体
を
動
か
し
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
2
月
27
日（
金
）　

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員
　
20
組

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
履
き

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

わ
か
ば
ほ
い
く
え
ん

親
子
で
体
を
動
か
そ
う

　
リ
ズ
ム
遊
び
や
パ
ラ
バ

ル
ー
ン
遊
び
を
行
い
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
親
子
で
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
未
就
園
児
親
子

▼
日
時
　
2
月
26
日（
木
）

受
付
　
午
前
10
時
15
分

か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
石
和
清
流
館

▼
定
員
　
30
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
飲
み
物
、
お
子
さ
ん
の

身
の
回
り
品

▼
申
込
開
始

2
月
2
日（
月
）

午
後
1
時
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
か
ば
ほ
い
く
え
ん

　
☎
０
５
５（
2
6
3
）１
７
８
０

笛吹市子育てサークルねっと
　4月からの子育てサークルを募集をします。入会希望の方は、お気軽にお問い合わせください。
　また、登録を希望するサークルや団体、自主サークルを作ってみたい方も募集しています。
　1年後には、サークルが独自に運営できるよう、スタッフがサポート、その後の支援も行います。
※曜日別サークルは初めての方のみが対象です（ふたご・みつごサークルは例外です）。

小
児
救
急
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ

乳
幼
児
親
子
リ
ズ
ム
体
操

　12月6日、「合わせよう顔と顔、つなげよう心と
心～子どもたちの生活習慣を改善する実践を通して
～」をテーマに、第50回笛吹市義務教育振興会議
が八代総合会館において開かれました。
　同会議は、市PTA連合会・市教育協議会・市教育
委員会の教育三者でつくる市教育懇談会が開いたも
ので、市内の保護者や教職員、教育行政担当者ら約
300人が参加しました。
　市内でも課題となっているネット危機について、
「子どもに迫るネット危機の実態･予防･その対応」
という演題で、e-ネットキャラバンの細野清文さん
による基調講演が行われました。
　子どもに迫るネット危機には、ネット依存、ネッ
トいじめ、ネット誘引、ネット詐欺があります。インターネットは、子どもたちにも利便性や快適
さをもたらす反面、さまざまなトラブルに巻き込まれる事例が増え、社会問題となっています。
　細野さんは、「子どもたちをトラブルの被害者にも加害者にもしないためには、携帯電話を与え
る前に、親子でしっかりとルールを決めておくことが大切」と話していました。ぜひご家庭でも気
を付けていただきたいと思います。
　続いて行われた意見交換では、「学校や家庭における通信機器利用の実態」や「今、私たちにで
きることは何か」を討議の柱とし、熱い議論が交わされました。笛吹高校からは、生徒が主体とな
ってスマートフォン使用のルール作りに取り組む事例が発表されました。
　今回の義務教育振興会議を通して、学校・家庭・地域・教育行政が連携し、子どもたちの健全育
成に向けた取り組みを継続していくことが確認されました。

定員

10
組

12
組

12
組

10
組

15
組

毎月第2月曜日

毎月第2火曜日

毎月第3木曜日

毎月第3金曜日

H27.4 ～ H28.3
毎月第4火曜日
※会場の都合によ
り変更になる場
合があります。

午前
10時30分～
11時30分

（受付10時15
分から）

35歳以上の
ママ（第1子）

平成28年度4月
から入園予定
のお子さん
（Ｈ24.4.2～Ｈ
25.4.1）生まれ

月200円×12カ月
（材料費等含む）
※初回に徴収しま
す。

1年間12回コース
月500円×12カ月
※初回に6,000円徴
収します。

○講師：河野道子氏
（ISAWA英語教室講師）

サークル名 対象年齢

0歳～就園前

2歳～就園前

活動時間活動日 会費など 活動内容

ふたご・みつご
サークル

アラフォー
サークル

スキップ
サークル

マザーグース
サークル
（えいごで
あそぼ）

午前
10時30分
～正午

初めてのふたご・みつご育児は戸惑うことも
多いです。サークルで話し、相談することで
育児の楽しさが倍増のはず！！みつごを子育
て中のスタッフから育児のコツも聞けます。

親子あそび、わらべうた、リトミック、手
作り製作、運動あそび、読み聞かせ、おし
ゃべりタイム、おさんぽ遠足など

ハロウィン・イースター・クリスマスなど各
種パーティー、手先を使って楽しむ製作活
動、歌やゲームから自然に楽しむカードゲ
ームや指あそび、大好きなお母さんやお父
さんの腕の中で楽しむひざ乗せあそび

4月～ 12月は親子一緒のサークル。1月～
3月はお子さんのみのサークルで、月2回、
第2・第3金曜です（1回500円）。6回の中
でお母さんから離れても、楽しい居場所が
あることを感じてもらいたいです。
内容：おさんぽ、福笑い、豆まき、ひな
まつり、パーティーなど

県外出身ママ
サークル

0歳～就園前
市内でお友達を
増やしたい方

〈毎月のイベントお知らせ〉
○お誕生日会　その月生まれのお友達、お祝いを一緒にしてくれるお友達、みんなでお祝いをしましょう
（プレゼントあり）
▶日時　毎月5日（土・日曜日、祝日などの場合は翌日）　午前10時30分～ 11時30分
▶場所　きっずいちのみや

■問合せ先　子育て支援センター　きっずいちのみや　☎・℻ 0553（47）1345

ネット危機について考えよう  笛吹市義務教育振興会議

■問合せ先　学校教育課　学務担当　☎ 055（261）3337
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催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

県
立
笛
吹
高
校
生
徒
会
様

（
石
和
町
市
部
）【ま

ち
づ
く
り
寄
附
金
】

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
日
時
　
2
月
18
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　市
役
所
本
館
2
階

　
2
0
1
会
議
室

■
問
合
せ
先
　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
岡
）

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
書
類
が
届
い
た

が
、
確
認
の
仕
方
や
記
入
方
法
が
分
か

ら
な
い
方
、
ご
自
分
の
年
金
履
歴
に
疑

問
の
あ
る
方
な
ど
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
2
月
18
日（
水
）

　
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
八
代
支
所

▼
持
ち
物
　
お
手
元
に
届
い
た
書
類
や

年
金
手
帳
、
そ
の
ほ
か
相
談
に
参
考

に
な
り
そ
う
な
も
の

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
家
庭
・
企
業
・
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

「
親
切
」「
丁
寧
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
皆
さ
ん

　あ
な
た
の
豊
富

な
経
験
・
知
識
・
技
能
を
活
か
し
て

就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
会
員
に
な
る
た
め
に
は

・
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

を
お
持
ち
の
方

・
入
会
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
仕
事
の
発
注
お
よ
び
会
員
登
録
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

（
公
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
一
宮
町
末
木
8
0
7
|
6
・

一
宮
支
所
内
）

　
☎
0
5
5
3（
3
9
）8
3
0
0

○
山
梨
県
最
低
賃
金

　
1
時
間
　
7
2
1
円
（
効
力
発
生
日

　
平
成
26
年
10
月
1
日
）

○
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

1
時
間
　
8
1
9
円
（
効
力
発
生
日 

平
成
26
年
12
月
26
日
）

○
山
梨
県
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業

最
低
賃
金

　
1
時
間
　
8
2
8
円
（
効
力
発
生
日

　
平
成
26
年
12
月
26
日
）

※
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
「
業
務
改
善

助
成
金
制
度
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
事
務
署

　
☎
0
5
5（
2
2
4
）5
6
1
1

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室
　

　
☎
0
5
5（
2
2
5
）2
8
5
4

　
市
で
は
市
税
の
口
座
振
替
手
続
き
が

簡
単
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
通
帳
も
口
座
印
鑑
も
不
要
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
く

と
、
市
役
所
の
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
依
頼
書
に
よ
る
申

し
込
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税
　
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税

※
市
県
民
税
特
別
徴
収
、
法
人
市
民
税
、

入
湯
税
は
対
象
外
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か
の
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
普
通

口
座
・
総
合
口
座
）
を
、
市
役
所
収

税
課
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
課
窓
口

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
ほ
か
、

お
客
様
に
よ
る
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
で
す
（
職
員
が
暗
証
番
号
を
お

聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
対
象
金
融
機
関

　山
梨
中
央
銀
行
、
甲

府
信
用
金
庫
、
山
梨
信
用
金
庫
、
山
梨

県
民
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
笛
吹
農
業
協
同
組
合
、
フ
ル
ー
ツ
山

梨
農
業
協
同
組
合
は
対
象
外
で
す
。

▼
受
付
時
間
・
場
所
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
市
役
所
市
民
窓
口
館
　
収

税
課
・
国
民
健
康
保
険
課

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ロ
ー
ン
カ
ー

ド
、
貯
蓄
預
金
カ
ー
ド
で
の
登
録
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
管
理
担
当
　

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
1
年
以
上
耕
作
や
管
理
が
行
わ
れ
ず

に
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
（
耕
作
放
棄

地
）
は
、
景
観
だ
け
で
な
く
病
害
虫
の

温
床
と
な
る
な
ど
、
周
辺
の
農
地
へ
の

悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
権
の
設
定
を
し
、
耕
作
放
棄
地

の
復
旧
作
業
を
行
う
場
合
、
市
地
域
農

業
再
生
協
議
会
に
よ
り
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
本
人
が
耕

作
を
す
る
目
的
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
最
大
で
解
消
費
用
の
50
％
を
補
助

○
棚
の
設
置
や
営
農
の
た
め
の
苗
の
費

用
な
ど
を
補
助

※
利
用
権
の
設
定
や
耕
作
放
棄
地
の
復

旧
作
業
を
行
う
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
担
当
者
が
現
地
を
確
認
す
る
前

に
着
工
す
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
地
域
農
業
再
生
協
議

会
事
務
局
（
農
林
振
興
課
）

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
3
3

▼
日
時
・
場
所

○
2
月
6
日（
金
）　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
受
付
　
午
後
4
時
ま
で
）

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
2
月
22
日（
日
）　
午
前
9
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合

は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L

版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

▼
日
時
　
2
月
11
日（
水
・
祝
）

　
午
後
1
時
〜
4
時
　
※
予
約
優
先

▼
場
所
　
山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
街
の
駅
や
ま
な
し
」（
山
梨
市
上
神

内
川
1
2
2
9
|
1
）

▼
内
容
　
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
登

記
に
関
す
る
相
談
、
土
地
・
建
物
・

会
社
に
関
す
る
相
談
、
借
金
・
日
常

生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
、

そ
の
ほ
か
各
種
法
律
相
談

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
5
3
）2
3
7
6

▼
日
時
　
2
月
18
日（
水
）　
　

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階

　
実
習
室
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
な
ど
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

○仕事内容

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会

荒
れ
て
い
る
農
地
を

生
き
返
ら
せ
ま
せ
ん
か
？

県
内
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
知
ら
せ

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談
会

生
活
・
環
境

相

　談

お
知
ら
せ

司
法
書
士
「
相
続
・
遺
言
・

成
年
後
見
」相
談
会

―
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
―

お
手
持
ち
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
で
市
税
の
口
座
振
替

手
続
き
が
で
き
ま
す

笛
吹
市
結
婚
相
談
所

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

　日本中央競馬会からの寄附（地元協
力物品）により、今年度は石和北小学校
にグラウンド用砂が寄贈され、グラウン
ドが整備されました。
　この地元協力物品の寄贈は、ウインズ
石和から区域2キロメートルの石和地区
小中学校などへ毎年行われているもので
す。

JRA（日本中央競馬会）の寄
附により石和北小学校のグ
ラウンドが整備されました

■問合せ先　教育総務課　施設担当
　☎ 055（261）3336

技 能 分 野

一般作業分野

管 理 分 野

事 務 分 野

サービス分野

庭木・果樹の剪定、障子・網戸・
ふすまの張り替え、簡易な大工
仕事、ペンキ塗り　など

草刈り、草取り、農家の手伝い、
屋内外の清掃　など

文章整理事務、毛筆筆耕、あて
名書き、受付事務　など

施設管理、駐輪場管理　など

福祉・家事援助サービス　など
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笛吹市環境NEWS笛吹市環境NEWS
vol .116

　
市
内
で
収

集
さ
れ
た
資

源
物
や
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
・
ミ
ッ

ク
ス
ペ
ー
パ

ー
は
、
対
象

外
品
や
汚
れ
た
も
の
な
ど
を
取
り

除
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
県
外
の
再

生
事
業
者
へ
搬
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
手
法
で

ガ
ス
化
を
行
い
、
ア

ン
モ
ニ
ア
を
採
取
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。
精
製

さ
れ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
ア
ク
リ

ル
繊
維
の
原
料
や
冷
凍
機
の
冷
媒

な
ど
、
多
種
多
様
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

　溶
解
炉
で
溶
か
し
た
後
、
再
生

紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ン
、
カ
ン
、
古
紙

　破
砕
や
溶

解
後
、
そ
れ

ぞ
れ
ガ
ラ
ス
、

鉄
、
紙
の
原

料
と
し
て
、

再
び
使
用
さ

れ
ま
す
。

衣
類
、
布
類

　古
着
と
し

て
リ
ユ
ー
ス

さ
れ
た
り
、

工
業
用
雑
巾
や
軍
手
な
ど
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
集
め
ら

れ
た
資
源
は
、
こ
の
よ
う
に
有
効

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
み
の
分
別
排
出
へ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　環
境
推
進
課

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

リ
サ
イ
ク
ル
の
行
方・

ご
み
減
量
　資
源
生
か
し
て
　

地
球
を
守
る

・
ご
み
の
分
別
　リ
サ
イ
ク
ル
　

や
っ
て
楽
だ
よ
　気
持
ち
い
い

（
雨
宮
千
代
子
さ
ん
の
作
品
）

今
月
の

環
境
標
語

ビ
ン
、
カ
ン
、
古
紙

工
業
用
雑
巾
や
軍
手
な
ど
に
リ
サ

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市下水道アクションプラン策定基礎調査業務委託

御坂中学校屋内運動場内壁補修工事

市道1－26号線（成田交差点）改良工事その1

市道1－5号線舗装工事

市道1－9号線舗装工事

ごみ処理施設関連配水管布設替工事（1工区）

ごみ処理施設関連配水管布設替工事（2工区）

御坂浄水場関連送・配水管布設工事（13工区）

笛吹市道路附属物詳細点検業務委託

高家水路改修工事

石和町地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第18工区（一宮）

農道5－4220号線改良工事

市道4171号線舗装工事（八代）

市道2-7号線舗装工事

舗装本復旧工事（御坂1工区）

舗装本復旧工事（御坂5工区）

市道1083・1091号線舗装工事

市道1－20号線舗装工事

サーバ機器購入

八代ふるさと公園展望台建設工事設計業務委託

市道1－13号線（旧石和13号線）用地・補償調査業務委託（その3）

下水道関連配水管布設替工事（下矢作）

笛吹市管内区画線修繕工事

笛吹市役所本館駐車場整備工事

市道塩田金沢線舗装工事

市営石和中川東部団地６号棟解体工事

春日居中学校屋内運動場内壁改修工事

浅川中学校柔剣道場外壁改修工事

下水道管渠布設工事第20工区（御坂）

市道2－35号線側溝改修工事

上矢作地内水路改修工事

境川町地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第22工区（一宮）

市内全域

御坂町下野原

御坂町成田

石和町川中島・八田

石和町窪中島・市部

境川町寺尾

境川町寺尾

御坂町下井之上

市内

八代町高家

石和町上平井・中川

一宮町下矢作

八代町奈良原

八代町高家

春日居町小松

御坂町大野寺

御坂町尾山

石和町広瀬

御坂町・八代町

市内

八代町岡

石和町砂原

一宮町下矢作

八代町・境川町

石和町市部

一宮町金沢

石和町中川

春日居町鎮目

八代町岡

御坂町下野原

一宮町上矢作

一宮町上矢作

境川町前間田・藤垈

一宮町塩田

H26.11.25

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H26.12.2

〃

H26.12.9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H26.12.16

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

¥1,720,000

¥2,400,000

¥7,600,000

¥15,460,000

¥16,500,000

¥3,100,000

¥8,250,000

¥34,200,000

¥3,400,000

¥3,400,000

¥3,450,000

¥6,030,000

¥30,970,000

¥3,450,000

¥3,920,000

¥6,200,000

¥8,600,000

¥15,000,000

¥35,300,000

¥4,188,000

¥1,250,000

¥9,700,000

¥9,500,000

¥3,650,000

¥1,960,000

¥20,500,000

¥7,500,000

¥4,226,000

¥5,610,000

¥2,000,000

¥2,630,000

¥2,880,000

¥3,700,000

¥5,890,000

¥2,020,000

¥2,430,000

¥9,570,000

¥15,630,000

¥16,760,000

¥3,284,000

¥9,817,000

¥35,956,000

¥3,590,000

¥3,520,000

¥4,410,000

¥7,920,000

¥33,890,000

¥3,860,000

¥4,030,000

¥6,220,000

¥8,680,000

¥15,210,000

¥36,100,000

¥4,620,000

¥1,369,000

¥10,120,000

¥9,770,000

¥4,040,000

¥1,980,000

¥20,730,000

¥7,836,000

¥5,060,000

¥6,630,000

¥2,180,000

¥3,090,000

¥3,460,000

¥3,990,000

¥7,300,000

（株）ブレーンズ

（有）三枝工務店

（株）上野建工

中央舗道建設（有）

（株）日昇建設

石原設備

（株）佐野緑化土木

（有）タナカ設備

（株）パスコ山梨支店

名取建設(有)

（有）荻野土建

（株）芦沢組土木

（株）栗田工業

渡辺工業

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所

中央舗道建設（有）

（株）ＭＵＫＡＩ

矢崎興業（株）

（株）ＮＩＰＰＯ山梨統括事業所

（株）ＹＳＫｅ－ｃｏｍ

奥原建築設計事務所

（株）カワイ

古屋設備

（株）内外

（株）日昇建設

（株）飯塚工業

矢崎興業（株）

（有）三枝工務店

（有）若杉工務所

（株）芦沢組土木

（有）荻野土建

（株）日工建設

（株）上組

（株）佐野緑化土木

催

し

お
知
ら
せ

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談

生涯学習コーディネーター通信

n
o
.8
5

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎ 055（261）3339

　講師に山梨英和大学助教の飯田敏晴先生をお迎えして、
昨年4月スコレーセンターでの入学式から始まり毎月1回、
八代総合会館で「ストレスマネジメント入門」講座を開催
しています。
　この講座では「ストレス」という日常生活に密接に結び
ついた、“目に見えないけれど確かにあるもの” をテーマに
12回にわたり皆さんと学んでいます。
　そして、その「ストレス」の中身は人によって千差万別
です。座学での学習、簡単なストレッチや呼吸法に加え、2
～ 3人のグループに分かれ、自身のストレスなどを語り合
ったり、対処法を考えたりしています。
　受講生からは、「ストレスを改めて考えたことはなかった
ので、いい機会となっています」や「毎回、発見のある講座」
といった声が寄せられています。

　今後もさまざまなスコレー大学や市民講座・地域講座を
企画して参りますので、お気軽にご参加ください。

スコレー大学「ストレスマネジメント入門」
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図
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図
書
館
情
報

L I B R A R Y  E V E N T イベントイベントイベント 図図図図

一 宮
図書館

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

2
月
7
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21

日（
土
）・
28
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
2
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
2
月
5
日（
木
）・
19
日（
木
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（お
話
・
工
作
・
映
画
会
） 

　 

2
月
7
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
　

　
2
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
） 

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　
2
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
　

　
2
月
4
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

　
2
月
1
日（
日
）・
22
日（
日
）

　
午
後
2
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
2
月
15
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
　

　
2
月
8
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
　

　
2
月
18
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　

　
2
月
13
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
は
な
し
会

　
2
月
14
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

　（楽
し
い
読
み
聞
か
せ
）

2
月
7
日（
土
）・
21
日（
土
）・
28

日（
土
）　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

2
月
4
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

2
月
7
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や

　も
も

　（乳
児
、
幼
児
向
け
）

　
2
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
2
月
14
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
2
月
21
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や

　さ
く
ら
ん
ぼ

　
2
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向

き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば

随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

図書館2月イベント

　寒い冬、愛情たっぷりの本を読んで温かい気持ちで
乗り切りませんか。司書がおすすめする愛の本を展示
します。どうぞご覧ください。

▶日　時　2月1日（日）～ 28日（土）
▶場　所　各図書館

▶日　時　2月14日（土）　午後2時から
▶場　所　石和図書館２階　視聴覚ホール

石 和
図書館

2005年に日本で公開された韓国映画「私の頭の中の消しゴム」。
あなたの大切な人が記憶をなくしてしまったら･･･あなたはどうしますか。
（大人向き映画）

大人の方にお勧めの映画会です。
※内容が変更することもあります。

▶日　時　2月18日（水）　午後2時から
▶場　所　いちのみや桃の里ふれあい文化館　視聴覚室

▶日　時　3月14日（土）　午後1時30分～ 3時
▶場　所　境川総合会館3階　ホール

※山廬を公開します。詳細は3月号をご覧ください。
さんろ

　寒い冬、愛情たっぷりの本を読んで温かい気持ちで

２月特別イベント ～ふえふき愛の月～

2005年に日本で公開された韓国映画「私の頭の中の消しゴム」。

愛の月スペシャル映画会
「私の頭の中の消しゴム」（上映117分）

大人の方にお勧めの映画会です。

「綾小路きみまろ 爆笑！
　エキサイトライブビデオ」

第8回 俳句のふる里境川
飯田龍太を語る会

2月
図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

一
宮
図
書
館

☎
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火・木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水・金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

☎
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日・土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

☎
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土・日・祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

4
日（
水
）・
12
日（
木
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
27
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
11
日（
水
・
祝
）・

16
日（
月
）・
23
日（
月
）・
27
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
11
日（
水
・
祝
）・

16
日（
月
）・
23
日（
月
）

【
蔵
書
点
検
】27
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

1
日（
日
）・
8
日（
日
）・
11
日（
水
・
祝
）・

15
日（
日
）・
22
日（
日
）

【
蔵
書
点
検
】6
日（
金
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
12
日（
木
）・

23
日（
月
）・
27
日（
金
）

【
蔵
書
点
検
】16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

石
和
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月・火・木・金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土・日・祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日・土・日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

２月特別イベント ～ふえふき愛の月～

愛の月スペシャル映画会
「私の頭の中の消しゴム」（上映117分）

「綾小路きみまろ 爆笑！
　エキサイトライブビデオ」

第8回 俳句のふる里境川
飯田龍太を語る会
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ト クスッピ
topics

笛吹市の出来事いろいろ

　
石
和
北
小
学
校
・
石
和
西
小
学

校
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、
一
宮
北
小

学
校
、
境
川
児
童
館
の
4
施
設
で
、

甲
府
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
笛
吹

グ
ル
ー
プ
の
主
催
に
よ
り
、
人
権

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
児
童
が
友
達
へ

の
思
い
や
り
や
両
親
ら
に
感
謝
の

気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
「
命
」
の
大

切
さ
を
教
え
た
り
、「
い
じ
め
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
を
披
露
し

た
り
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
「
人

権
」
に
つ
い
て
、
一
生
懸
命
学
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

12月3日の活動には、倉嶋市長や坂本
教育長らも参加し、児童とあいさつ

　
八
代
小
学
校
で
は
、「
あ
い
さ
つ

O
K
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

P
T
A
役
員
ら
が
朝
、
学
校
の
玄

関
に
立
ち
、
児
童
と
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
が
で
き

た
ら
、
お
互
い
が
指
で
「
O
K
サ

イ
ン
」
を
作
り
、
心
を
通
わ
せ
ま
す
。

　「
O
K
」
は
、
日
ご
ろ
交
わ
す
あ

い
さ
つ
の
頭
文
字
で
も
あ
り
ま
す
。

「
O
」
は
「
お
は
よ
う
」「
お
や
す

み
」、「
K
」
は
「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ

ん
ば
ん
は
」
を
意
味
し
ま
す
。
4

つ
の
あ
い
さ
つ
で
、「
お
も
い
や
り
」

と
「
か
ん
し
ゃ
」
の
心
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
一
之
宮
英
文
校
長
は
、「
学
校
だ

け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
に
も
運

動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
、
一
宮
支
所
正
面
玄

関
前
で
、
30
年
前
に
埋
め
ら
れ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
掘
り
起
こ
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
旧

一
宮
町
が
町
制
30
周
年
記
念
事
業

と
し
て
1
9
8
4
（
昭
和
59
）
年

に
埋
め
、
30
年
後
の
掘
り
起
こ
し

を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
掘
り
起
こ
し
に
は
、
当
時
の
小

中
学
生
や
教
師
ら
が
参
加
し
、
作

文
や
写
真
な
ど
を
見
な
が
ら
、
当

時
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
い
ま
し

た
。

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
身
（
約

1
0
0
0
点
）
は
、
3
月
24
日
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

一
宮
支
所
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

御坂浄水場の「膜ろ過棟」内部

　
平
成
24
年
度
か
ら
建
設
さ
れ
て

い
た
御
坂
町
下
黒
駒
の
浄
水
場
お

よ
び
下
野
原
の
配
水
場
が
完
成
し
、

12
月
11
日
、
竣
工
式
お
よ
び
供
用

開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
御
坂
浄
水
場
は
、
広
瀬
ダ
ム
か

ら
取
水
し
、
浄
水
能
力
に
優
れ
た

「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
ろ
過
設
備
」
で
、

1
日
あ
た
り
７
３
０
０
㎥
を
配
水

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
御
坂
地

区
の
大
部
分
と
今
後
、
石
和
・
一

宮
地
区
の
一
部
地
域
に
水
を
供
給

す
る
予
定
で
す
。

　
御
坂
浄
・
配
水
場
の
完
成
で
、

よ
り
安
全
な
水
を
、
よ
り
安
定
し

て
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

30
年
の
時
を
超
え
再
会

一
宮
町
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
掘
り
起
こ
し

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

笛
吹
市
人
権
教
室

大
人
と
子
ど
も
の

絆
を
深
め
る
取
り
組
み

八
代
小
学
校
P
T
A「
あ
い
さ
つ
O
K
運
動
」

安
全
な
水
を

安
定
し
て
供
給

御
坂
浄
・
配
水
場
竣
工
式

お
よ
び
供
用
開
始
式

　
　

保
存
状
態
が
良
か
っ
た
中
身
を
見
な
が

ら
、思
い
出
話
で
盛
り
上
が
る
参
加
者

境川児童館で行われた人権教室

釈迦堂遺跡博物館だより
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
平
成

27
年
度
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
勤
務
内
容

　

○
博
物
館
展
示
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
補
助

○
館
内
・
敷
地
内
維
持
管
理
の
補
助

○
初
歩
的
な
土
器
土
偶
作
り
な
ど
の

補
助
（
未
経
験
で
も
習
得
指
導
し

ま
す
）

○
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
　
な

ど
▼
賃
金

　日
額
　
6
4
0
0
円

▼
勤
務
日

　通
年
で
週
3
日
（
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土
・
日
曜

日
、
祝
日
勤
務
有
り
）

※
休
館
日
（
毎
週
火
曜
日
）、
年
末

年
始
休
館
日
（
12
月
27
日
〜
1
月

7
日
）

▼
勤
務
時
間

　午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
採
用
予
定
期
日

　4
月
1
日（
水
）

▼
採
用
予
定
人
数

　1
人

▼
選
考
方
法

　書
類
選
考
の
う
え
、

該
当
者
に
面
接
日
を
連
絡
し
ま

す
。

▼
応
募
期
間

　2
月
1
日（
日
）〜
18

日（
水
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
火
曜
日
は
除
く
）

▼
応
募
方
法

　履
歴
書
を
釈
迦
堂
遺

跡
博
物
館
に
持
参
ま
た
は
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先

　
〒
4
0
5
―
0
0
5
4

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
7
6
4

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
土
器
の
修
理
を
行
っ
て
い
る

湯
澤
健
宏
さ
ん
（
ア
ト
リ
エ
多
摩
代

表
）
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　2
月
14
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

※
申
し
込
み
不
要

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
　

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

や
さ
し
い
考
古
学
講
座

「
博
物
館
の
仕
事

〜
土
器
の
修
理
〜
」

臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

分
か
ら

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　
特
殊
な
技
術

を
用
い
、
浮
世

絵
の
線
描
を
立

体
的
に
表
し
製

作
さ
れ
た
「
さ

わ
れ
る
冨
嶽
三

十
六
景
」。
葛

飾
北
斎
の
傑
作

に
し
て
、
世
界

で
最
も
著
名
な
富
士
図
の
一
つ
で
あ
る
作
品

を
、
目
で
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
手
で
さ

わ
っ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
さ
わ
れ
る
冨
嶽

三
十
六
景
」
と
浮
世
絵
版
画
の
「
冨
嶽
三

十
六
景
」
ど
ち
ら
も
展
示
し
ま
す
。
両
者

を
比
較
し
な
が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
2
月
7
日（
土
）〜
3
月
9
日（
月
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室

※
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
展
開
催
中
は
、「
さ
わ
れ
る
冨

嶽
三
十
六
景
」
を
制
作
し
た
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ 
」
代
表
の
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
学
部
中
村
正
之
教
授
に
よ
る

「
制
作
裏
話
」
や
、
同
学
部
の
生
徒
や
卒

業
生
に
よ
る
視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
と
し
た
「
展
示
案
内
」
な
ど
や

「
立
体
し
お
り
作
り
」、「
立
体
浮
世
絵
を

作
ろ
う
」、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
」、「
古

文
書
講
座
」
な
ど
、
週
末
に
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
す
。
詳
細
は
、
県
立
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
県
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
か
ら
応
募
さ
れ
た
郷
土
学
習
コ
ン
ク

ー
ル
大
賞
受
賞
者
と
優
秀
賞
受
賞
者
の
作

品
や
、
高
等
学
校
社
会
科
学
研
究
優
秀
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
7
日（
土
）〜
3
月
9
日（
月
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室
入
り
口
　
ロ
ビ
ー

※
入
場
無
料

▼
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
開
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・

日
曜
日
除
く
）

▼
常
設
展
観
覧
料

　一
般 

5
1
0
円

　
大
学
生 

2
1
0
円
　
小
中
高
生
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

シ
ン
ボ
ル
展

「
さ
わ
れ
る
冨
嶽
三
十
六
景
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
山
梨
郷
土
学
習
コ

ン
ク
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）」・

「
高
等
学
校
社
会
科
学
研
究
発

表
大
会
」
優
秀
作
品
展
示

さわれる冨嶽三十六景「甲州石班澤」
かじかざわ
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①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　桃やぶどうの生産量が
日本一で、春には桃の花
がピンク色のじゅうたん
となりきれいなところ、石和と春日居に
温泉があり、春には川沿いの桜並木がき
れいなところ、夏には石和で有名な花火
大会があるところです。
②自分自身のこれからの夢や目標
　サッカー選手やコーチなどサッカーに
携わる仕事に就きたいです。そのために、
たくさん練習をします。勉強とスポーツ
を両立させ、がんばりたいと思います。
③これからの笛吹市
　桃やぶどうの生産量が日本一であって
ほしいです。また、笛吹市はリニアが通
るので、観光客にたくさん来てもらい、
笛吹市の良さを知ってもらいたいです。

児童会長　河埜拓馬さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　桃やぶどうの果樹園や
緑が多く、自然が豊かな
ところです。私が住んで
いる芦川町は、山に囲まれていて緑にあ
ふれ、中央を流れる芦川や空気がとても
きれいです。地域の方も快くインタビュ
ーに答えてくれるなど、優しい人たちば
かりです。

②自分自身のこれからの夢や目標
　フランスのパリでパティシエになりた
いです。料理をすることが楽しいので、
将来の仕事に生かしたいと思っています。

③これからの笛吹市
　日本に誇る笛吹市の果樹栽培が盛んに
行われていってほしいと思います。また、
笛吹市や芦川町の良さを日本中にアピー
ルして、芦川町に移り住んでくれる人が
増えてほしいです。

児童会長　三森茉希さん

①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　地域の方々が小・中学
校と親密につながってい
るところが好きです。ま
た、市内に多くの小・中学校があるとこ
ろが自慢です。他の学校と情報交換や交
流できる機会があり、良い活動を自分の
学校に取り入れていくことで、どこの学
校もどんどん活性化していけるからです。
②自分自身のこれからの夢や目標　卒業する
までに学校行事や地域活動の中で、家族や先
生、地域の方々にしっかり感謝の気持ちを伝
えていきたいです。また、毎日笑顔であいさつ
をして、みんなに元気を与えていきたいです。
③これからの笛吹市　市民のことを一番に思
って活動・行動できる市になっていったら良い
と思います。「市民を愛し、市民に愛される笛吹
市」に近づくために、私たち子どもが、もっと笛
吹市の行事やボランティアに参加し、笛吹市に
ついて知っていくことも大切だと思います。

生徒会長　關本　愛さん
①笛吹市の好きなところ・
自慢できるところ
　桃やぶどうなどの果物や
ワイン作りが盛んなところ、
温泉が多くあり、地元の人
や観光客の疲れをいやしてくれるところ、桃
や桜、菜の花、バラなどのきれいな花がたく
さん見られるところ、石和の花火大会など多
くのお祭りが行われているところ、八代ふる
さと公園や金川の森など自然を感じながら遊
べるところ、たくさんの寺社があり歴史を学
べるところ、ゴルフやスキー、釣り、乗馬、
アーチェリーなどが体験できるところです。
②自分自身のこれからの夢や目標
　人の役に立つ仕事に就きたいです。自
分の仕事で、多くの人を笑顔にしたり、
生活を豊かできるようにしたいです。
③これからの笛吹市　観光客がたくさん来て
にぎやかな市、地元の人がみんないきい
きとしていて明るい市、地元の人のつな
がりが強い市になってほしいです。

生徒会長　加藤卯衣さん

春日居小学校 芦川小学校

石和中学校 御坂中学校

～私たちが考える笛吹市～④
笛吹市の子どもたちに聞きました笛吹市の子どもたちに聞きました

市制施行10周年特別企画

市内の小学校・中学校・高校の児童・生徒会長へのインタビューをシリーズでお伝えしています。

う い

　
1
月
6
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
平

成
26
年
中
の
叙
勲
・
大
臣
表
彰
・

県
政
功
績
受
章
者
を
招
待
し
、
新

春
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
（
受

章
日
順
・
敬
称
略
）。

▼
叙
勲

○
旭
日
単
光
章
　

　
芦
澤
賢
才
（
芦
川
町
中
芦
川
）

○
旭
日
単
光
章
　

　
中
村
忠
夫
（
石
和
町
広
瀬
）

○
瑞
宝
双
光
章
　

　
昨
年
の
2
月
か
ら
4
月
、
10
月

か
ら
12
月
に
、
全
国
各
地
を
自
転

車
で
回
り
、
市
の
P
R
活
動
を
行

っ
て
き
た
笛
吹
市
観
光
サ
ポ
ー
タ

ー
の
荻
野
誠
亮
さ
ん
。
　

　
全
都
道
府
県
で
の
P
R
活
動
を

終
え
、
12
月
19
日
、
無
事
笛
吹
市

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
到
着
式
で
荻
野
さ
ん
は
、「
全
都

道
府
県
を
訪
問
し
、
走
行
距
離
は

７
０
０
０
㎞
、
配
布
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
１
０
０
０
部
を
超
え
ま

し
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
全

国
の
方
に
笛
吹
市
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

多
く
の
方
が
笛
吹
市
に
来
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

分団ごとに整列し、出初式に臨む大勢の団員

出迎えを受ける荻野さん＝市役所本館前

叙勲・大臣表彰・県政功績を受章された方々

　
1
月
4
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
市

消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
明
団
長
は
「
本
年
も
大
雪
の

心
配
が
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
団
員

諸
君
は
、
日
常
そ
れ
ぞ
れ
に
生
業
を

持
ち
、
地
域
や
職
業
、
年
齢
に
よ
り
、

こ
の
消
防
に
関
す
る
考
え
に
も
違
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
地
域
の
安
全

と
安
心
を
図
る
意
識
は
皆
、
同
じ
で

す
。
本
年
も
さ
ら
な
る
精
進
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
訓

示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
団
員
な
ど
消
防
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
深
山
泰
朗
（
一
宮
町
国
分
）

○
旭
日
単
光
章
　

　
荻
野
勇
夫
（
石
和
町
井
戸
）

○
瑞
宝
双
光
章
　

　
雨
宮
崇
敬
（
御
坂
町
大
野
寺
）

○
瑞
宝
双
光
章
　

　
西
崎
泰
博
（
一
宮
町
金
沢
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
小
川
秋
男
（
春
日
居
町
熊
野
堂
）

○
瑞
宝
単
光
章

　
種
田
惣
而
（
境
川
町
寺
尾
）

○
瑞
宝
単
光
章
　

　
小
倉
利
之
（
石
和
町
松
本
）

○
旭
日
双
光
章

　
秋
山
秀
雄
（
石
和
町
市
部
）

○
瑞
宝
双
光
章

　
末
木
俊
男
（
石
和
町
八
田
）

▼
大
臣
表
彰

○
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

　
望
月
浩
美
（
八
代
町
南
）

○
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
　

　
長
坂
清
悟
（
八
代
町
永
井
）

○
総
務
大
臣
表
彰
　

　
三
科
　
博
（
春
日
居
町
桑
戸
）

○
法
務
大
臣
表
彰

　
雨
宮
一
夫
（
石
和
町
砂
原
）

○
法
務
大
臣
表
彰

　
志
村
勢
喜
（
石
和
町
東
油
川
）

▼
県
政
功
績

○
地
方
自
治

　
中
村
善
次
（
一
宮
町
新
巻
）　

○
産
業
振
興

　
山
下
安
廣
（
石
和
町
川
中
島
）

防
災
に
向
け
た
決
意
を

新
た
に

消
防
団
出
初
式

総
走
行
距
離
7
0
0
0
㎞

全
都
道
府
県
で
の
P
R
活
動

笛
吹
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
荻
野
誠
亮
さ
ん

新
春
交
歓
会
を
開
催
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編 集 後 記 ▼１月11日に行われた成人式を取
材しました。友人との久しぶりの

再会に、各会場は笑顔であふれていました。私が
成人式に出席したのは、9年前。成人式で記した
「これからの目標」は、「誰かの役に立つ人になる
こと」。なかなかゴールの見えない難しい目標です
が、これからもその目標を持ち続け、「市民の皆さ
んの役に立つ広報づくり」に取り組んでいきたい
と思います。（O.K.）

■ 問合せ先　笛吹警察署　生活安全課　☎ 055（262）0110

　不安や焦りにつけこんで、現金をだまし取る「振り込め詐欺」。
　その種類は、
❶ オレオレ詐欺（恐喝）～家族や警察官になりすます
❷ 架空請求詐欺（恐喝）～ありもしない請求をする
❸ 融資保証金詐欺～融資をだしにお金をだまし取る
❹ 還付金等詐欺～税金の還付などと偽りお金をだまし取る
の４種類に分けられます。

　このほかに、最近では、外貨購入や社債、未公開株の購入名下にお金をだ
まし取る手口もあります。　
　また、口座への振り込みだけでなく、実際に息子の代理人などを装った自
宅訪問型のオレオレ詐欺や、都内まで現金を持参させる、いわゆる「上京型
オレオレ詐欺」もあります。
　これらの詐欺は「電話」から始まりますので、「電話」には十分注意してく
ださい。
　笛吹警察署では、「電話」への注意を促すた
めに、「この電話注意！お金の要求はサギ!!」
というステッカーを作成し、市内全世帯へ配
布しましたので、電話の受話器にステッカー
を貼って、詐欺の被害に遭わないようにしま
しょう。　
　おかしいと感じたら迷わず警察に相談して
ください。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  71,027人（＋5） ●世帯  28,375世帯（＋11）
　　　　　　　     ●男　  34,470人（－2） ●女　  36,557人（＋7）
　　　　　　　     H27.1.1現在（　）は前月比

● 発行／2015． 2． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

などの被害に遭わないためになどの被害に遭わないために
～笛吹警察署からお知らせ～

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
ベジタブルオイルインキを使用しております。

などの被害に遭わないためになどのなどの被害に遭わないためになどの被害に遭わないためになどの被害に遭わないために被害に遭わないために
振り込め詐欺

こ
の
電
話
注
意

お
金
の
要
求
は
サ
ギ
！！
笛吹警察署
☎055（262）0110



2015

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎

☎

☎

☎

055（261）0119
055（224）4199
055（252）9955
055（226）3399

笛吹市役所 本庁 055（262）4111☎
●

●

御 坂 支 所
境 川 支 所

☎

☎

055（262）2271
055（266）2111

●

●

一 宮 支 所
春日居支所

☎

☎

0553（47）1111
0553（26）3111

●

●

八 代 支 所
芦 川 支 所

☎

☎

055（265）2111
055（298）2111

休日・夜間医療機関

日 曜 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明・所得・所得課税・非課税・納税
埋葬・火葬、斎場使用 出生・婚姻・離婚・死亡など戸籍関係 市税・国民健康保険税

交付
許可

証明書
納税届出

※戸籍証明申請については、委任状不可

25日

3月2日 ◇保育料2月分口座振替日
◇固定資産税第4期納付期限・口座振替日
◇国民健康保険税第8期納付期限・口座振替日
◇後期高齢者医療保険料第8期納付期限・口座振替日

◇上下水道使用料口座振替日
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、
　　　　　向田、今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、
　　　　　土塚、石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料口座振替日　●芦川町　全域
◇温泉使用料口座振替日　●春日居町　全域

月2

M E M O

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２６３）０８４８
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

■問合せ先　戸籍住民課または各支所

○住民票の写し・印鑑登録証明書を、証明書自
動交付機では1通100円、全国のセブンイ
レブン・ローソン・ファミリーマートでは1通
200円で取得できます。

無料で住民基本台帳カードが作れる
期間が、平成27年12月末日まで

延長されました。

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30

●議会本会議（代表質問）
　（予定）
・AM10:00～
・八代庁舎議場

●市民ミーティング
　（八代地域）
・PM7:00～
・八代総合会館

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・御坂福祉センター

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政・消費生活）（要予約）
・PM1:30～3:30
・八代福祉センター
●多重債務者無料相談会
・PM1:30～3:00（受付）
・スコレーパリオ
●社会保険労務士による年金
相談会
・AM9:00～正午
・PM1:00～4:00
・八代支所

●議会本会議（開会）（予定）
・PM1:30～
・八代庁舎議場
●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・スコレーパリオ

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●市民ミーティング
　（石和地域）
・PM7:00～
・スコレーセンター

●市民ミーティング
　（境川地域）
・PM7:00～
・境川総合会館

●市民ミーティング
　（一宮地域）
・PM7:00～
・いちのみや桃の里ふれあい
 文化館

●市民ミーティング
　（芦川地域）
・PM7:00～
・芦川ふるさと総合センター

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30～3:30
・春日居福祉会館

●市民ミーティング
　（春日居地域）
・PM7:00～
・春日居あぐり情報ステーション

●ソノリテ甲府吹奏楽団
　第22回ウインターコンサート
・PM5:00～7:00
 （開場PM4:30）
・スコレーセンター
●ハウス桃宴開園日
　（～3月5日）
・AM10:00～PM3:00
・JAふえふき富士見直売所

●市民ミーティング
　（御坂地域）
・PM7:00～
・御坂農村環境改善センター

●総合相談（福祉・人権）（要
予約）
・PM1:30～3:30
・芦川ふれあいプラザ

●結婚相談所
・PM1:30～4:00（受付）
・春日居コミュニティーセンター

●日曜窓口開設（国民健康保険業務
関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
●第5回市民参加型スポーツイベント
（要申し込み）
・AM9:00～PM1:00
（開会式AM9:00～
競技開始AM9:30～）
・いちのみや桃の里スポーツ公園
●フレッシュ名曲アルバム
　（小学生以上）
・PM2:00～4:00（開場PM1:30）
・いちのみや桃の里ふれあい文化館

●日曜窓口開設
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
※住民基本台帳カード交付
・AM9:00～PM4:30
●石和温泉冬花火
　ー笛吹川の舞ー
　(～2月28日）
・PM8:30～8:50
・笛吹川河川敷（鵜飼橋上流）

●日曜窓口開設（国民健康保
険業務関係一部開設）
・AM8:30～PM5:15
・市役所市民窓口館
●結婚相談所
・AM9:00～11:30（受付）
・春日居福祉保健センター

先負友引先勝

赤口

仏滅先負友引

先勝赤口大安仏滅
建国記念の日

友引先勝赤口 先負 大安仏滅

赤口大安仏滅

先負友引先勝大安

仏滅先負友引先勝

1

8

7432

15

11109

22

181716

2423

65

141312

212019

28272625



保健だより 　 問合せ先　健康づくり課 055（261）1901☎

　 問合せ先　芦川支所 055（298）2111☎

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所055（262）4111☎

乳幼児健診など乳幼児健診など マタニティスクール・育児学級などマタニティスクール・育児学級など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者

2
（月）

県営住宅

18
（水）

東町・長塚・西町

19
（木）

向田・小石和

21
（土）

中川

27
（金）

広瀬

1
（日）

川中島・荒屋・上平井・
東高橋・河内

22
（日）

窪中島・下平井・山崎・
松本・駅前・今井・井戸

4
（水）

日の出

5
（木）

四日市場

8
（日）

山岸・唐柏・砂原・恵比寿

15
（日）

八田・仲町・東油川

M E M O

2月

2月 2 0 1 5

2 0 1 5

月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日
毎月第2第4水曜日・土曜日

小石和・上平井
山岸

ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

2日（月）・9日（月）・16日（月）・23日（月） AM9:00～11:00受付
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご連絡ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 5日（木）・12日（木）・19日（木）・
26日（木） PM1:30～4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容

可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

1
（日）

1
（日）

川中島・荒屋・八田・
四日市場・広瀬・砂原

8
（日）

仲町・窪中島・県営住宅・
山崎・駅前・東高橋・
河内・恵比寿

15
（日）

日の出・下平井・上平井・
松本・山岸・唐柏・向田・
東油川

22
（日）

東町・長塚・西町・中川・
今井・小石和・井戸

全 地 域

全 地 域全地域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域 全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地・
成田・下成田・国衙

8
（日）

夏目原・井之上・
下井之上・八千蔵・
栗合・蕎麦塚

15
（日）

金川原・尾山・
下野原・花鳥地区

22
（日）

黒駒地区

金田・小城・
北都塚・末木・
下矢作・本都塚・
国分

熊野堂・下岩下・
別田・桑戸・加茂・
寺本・枝郷

小松・国府・徳条・
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

7
（土）

坪井・田中・
竹原田・東原

1
（日）

東新居・狐新居・
金沢・土塚・神沢・
石・地蔵堂・千米寺

14
（土）

中尾・一ノ宮・
南野呂・北野呂・
上矢作・市之蔵・
塩田・新巻

8
（日）

月・金

土

15
（日）

月・木

土

19
（木）

月・木

土

14
（土）

21
（土）

南・増田・永井・
米倉18

（水）

北・高家・岡・
竹居・奈良原19

（木）

月・木

1
（日）

1
（日）

マタニ
ティ
スクール

育児学級

平成27年6月～7月出産予定の
初産婦

AM9:00～
9:10受付21日(土)

パパと一緒に楽し
い育児

平成27年4月～5月出産予定の
初産婦

AM9:20～
9:30受付17日(火)お産の経過と

体の準備

PM1:00～
1:15受付9日(月)

乳幼児におこりやすい
病気とその対処法

第1子が平成26年9月生の保護者

AM9:30～
9:45受付離乳食教室 第１子が平成26年8月生の保護者 24日(火)

PM1:20～
1:30受付歯の健康 平成27年6月～7月出産予定の

初産婦 6日(金)

AM9:30～
9:40受付パクパク教室 1歳6カ月児～2歳児の保護者 18日(水)

種 類 場所対 象 日 時

（小石和・上平井・
山岸を除く ※2）

予 防 接 種 名

BCG

平成２６年2月生まれ

平成２６年12月生まれ

平成１６年2月生まれ

平成２４年2月生まれ日本脳炎1期
平成１８年2月生まれ日本脳炎2期

麻しん・風しん混合1期
四種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ）

ヒブ
小児用肺炎球菌

二種混合2期（ジフテリア・破傷風）
平成27年1月生まれ
平成２６年2月生まれ

ロ　　タ

水　　痘

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

市
役
所
保
健
福
祉
館

PM1:00～
1:30受付

4カ月児
健康診査

平成26年10月1日～10月15日生 17日(火)

平成26年10月16日～10月31日生 24日(火)

10カ月児
健康診査

平成26年4月1日～4月17日生 4日(水)

平成26年4月18日～4月30日生 25日(水)

平成25年7月4日～7月18日生 13日(金)

平成25年7月19日～8月2日生 27日(金)

平成24年12月5日～12月20日生 19日(木)

平成24年12月21日～平成25年1月8日生 26日(木)

平成23年10月22日～11月9日生 3日(火)

平成23年11月10日～11月22日生 20日(金)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成22年1月24日～2月6日生 5日(木)

平成22年2月7日～2月22日生 12日(木)

2歳児歯科
健康診査

※対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知ら
せをします。接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機
関にて予防接種を受けてください。

※他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前の予
診票をお持ちの方は、健康づくり課までご連絡ください。

※水痘ワクチンは、10月1日から定期接種に変わりました。
定期接種対象者：12月～36月に至るまでの児は1人2
回。特例対象者（平成26年度末までの実施）：36月～60
月に至るまでの児は1人1回。どちらの対象者についても、
水痘に罹患している方、すでに接種が済んでいる方は対
象外になります。対象者には個別の通知を行っています。

※子宮けいがんの予防ワ
クチンの接種について
は、積極的にはお勧めし
ていません。接種にあた
っては、有効性とリスク
を理解した上で受けてく
ださい。  

通知発送対象児

定
期
予
防
接
種

任
意
予
防

接
種

M E M O
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